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『シェイクスピア戯曲集』（1825）

『ロミオとジュリエット』の冒頭頁（原寸大）

kihon arekore

(481)



『シェイクスピア戯曲集』（1825）

　本書は19世紀前半のイギリスを代表する書籍
商・出版業者ウィリアム・ピカリング〔William 
Pickering〕（1796-1854）によるDiamond Classics
第 8 作目で、シェイクスピアの戯曲37編と語彙
集を収録している。全 9巻揃えで、左右に渡した
紐で箱から引き出す仕組みになっている（写真）。
茜色のクロス装はオリジナルのままである。1820
年から1830年にかけて16折版で全13点が刊行さ
れたDiamond Classicsシリーズは、ダイヤモン
ド･タイプ（4.5ポイント）の活字を用いた微細な
印刷の美しさ、版元製本では初のクロス装の採用、古典作品をそれぞれの原語（ラ
テン語･イタリア語･英語･ギリシア語）で収録したテキストなどにより人気を博した。
本書の背表紙に見られる 2㎝角の紙ラベルは、布地に箔入れをする器具が開発され
た1832年以前にタイトル等を記すために用いられた手法であり、製本技術の発展段階
を示すものとして興味深い。第 9巻の巻末見返しに“Versailles juillet 1909”（1909年
7 月ヴェルサイユにて）と書込みがあるが詳細は不明である。第二次大戦後にアルゼ
ンチンの原商会・原昇氏が購入し、私設図書館「素人文庫」の蔵書とした後に当館に
寄贈され1992年に「原昇コレクション」となった。なお当館には、Diamond Classics 
4 点を含め計15点のピカリング刊行書籍が所蔵されている。
　ピカリングの出自については明らかではないが、愛書家としても有名なスペンサー
伯ジョージ･ジョン･スペンサー（1758-1834）の庶子とされている。14歳の時にロン
ドン・ビショップスゲイトの書籍商・出版業者の下で徒弟修業を始めた後、1820年
にリンカンズ･イン･フィールズに店を構えた。ルネサンス期ヴェネツィアの著名な学
匠印刷家アルド・マヌーツィオ（c.1452-1515）の「錨とイルカ」を模した商標を用
いたことでも知られる。アルドの名を冠した『オルダイン英国詩人叢書』Pickerng’s 
Aldine Poetsは廉価版古典叢書の嚆矢であり、1830-44年に53巻が出版された。ピカ
リングは書籍の大衆化、出版量の増大が進んだ19世紀前半イギリスの商業出版業界
において、テキスト・活字書体・装丁の標準を高めた人物と評され、その出版活動
をまとめたものとしてGeoffrey Keynes（1887-1982）による書誌William Pickering 
Publisher（1924）がある。

（斉
さい

藤
とう

真
ま

生
い

子
こ

）
Shakespeare, William （1564-1616）　　　　
The plays of Shakespeare, in nine volumes.
London: William Pickering, 1825.   9v.　　

　　　　　　　　　〈請求記号　VF5-Y4217〉
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特 集 書 誌 調 整

特集　書誌調整

　図書館の資料は、単に集めただけでは使えるようになりませ

ん。必要な資料を見つける手がかりとして、図書館の目録、あ

るいは書誌の出番があります。目録、書誌の作成によって資料

の情報を「組織化」し、著者の名前、テーマなどいろいろな情

報から検索できるようにする、また、そのための方法を整備す

る働きとして「書誌調整（書誌コントロール）」があります。

   国立国会図書館は、日本で唯一の国立図書館として、日本の

出版物の記録である『日本全国書誌』を編さんする役割をもつ

ほか、書誌調整にかかわるさまざまな活動を行なっています。

   この特集では、昨年11月に開催された「書誌調整連絡会議」

のほか、雑誌記事のデータベースとして日本最大の「雑誌記事

索引」、冊子やカードの形で蓄積してきた膨大な書誌データを

OPACで検索できるようにする「遡及入力事業」、書誌データ

を作成し提供する技術に関する話題として「ユニコード」と「セ

マンティックウェブ」についてご紹介します。

   進み行くデジタル時代において、書誌調整をどのように展開

していくかは世界の図書館の共通のテーマです。次のステップ

を、ともに考えていただければ幸いです。
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平
成
一
九
年
一
一
月
一
六
日
、
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
）

に
お
い
て「
平
成
一
九
年
度
書
誌
調
整
連
絡
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
国
内
の
書
誌
調
整
お
よ
び
書
誌
デ
ー
タ
の
標
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
お
よ
び
提
供
に
関
す
る

諸
事
項
に
つ
い
て
関
係
諸
機
関
と
定
期
的
に
協
議
を
行
う
も
の
で
す
。

今
回
は
、「
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
お
よ
び
提
供　

新
し
い
目
標
・
方
針

の
設
定
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
国
立
国
会

図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
お
よ
び
国
内
外
の
書
誌
デ
ー
タ
に
関
す
る
取
組

み
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。出
席
者
は
6
ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り
で
す
。

一　

館
外
、
館
内
の
動
向
の
報
告

書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
・
提
供―

平
成
一
九
年
度
の
お
も
な
動
き

 

本
橋
修
（
書
誌
部
書
誌
調
整
課
課
長
補
佐
）

○ 

『
日
本
全
国
書
誌
』
冊
子
体
の
終
刊―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
へ
一
本

化―

　

平
成
一
九
年
三
月
に
国
立
国
会
図
書
館
法
が
改
正
さ
れ
た
。
第
七

条
の
「
日
本
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
の
目
録
又
は
索
引
の
出
版

を
行
う
」
と
い
う
文
言
が
、「
日
本
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
の

目
録
又
は
索
引
を
作
成
し
、
国
民
が
利
用
し
や
す
い
方
法
に
よ
り
提

供
す
る
」
と
な
り
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
提
供
方
法
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
に
伴
い
、冊
子
体
の『
日
本
全
国
書
誌
』を
六

月
末
に
終
刊
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
へ
一
本
化
し
た
。

○ 

国
立
国
会
図
書
館
件
名
標
目
表
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
）
二
〇
〇
六
年
度

版
の
提
供

　

国
立
国
会
図
書
館
件
名
標
目
表
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
）
二
〇
〇
六
年
度

版
は
、平
成
一
八
年
九
月
に
シ
ソ
ー
ラ
ス
化
等
の
改
訂
作
業
を
終
え
、

平
成
一
九
年
六
月
に
改
訂
内
容
を
す
べ
て
反
映
し
た
も
の
と
し
て
提

供
し
て
い
る
。
提
供
件
数
は
、見
出
し
数
（「
を
見
よ
参
照
」
を
含
む
）

で
四
五
、七
四
八
件
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
、
平
成
三
年
の
第
五
版
冊

子
体
の
二
二
、五
二
四
件
に
比
べ
約
二
倍
の
件
数
で
あ
る
。

○ 

「
国
立
国
会
図
書
館
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
メ
タ
デ
ー
タ
記
述
要
素
（
Ｄ

Ｃ-

Ｎ
Ｄ
Ｌ
）」
を
公
表

　

平
成
一
九
年
七
月
に
「
国
立
国
会
図
書
館
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
メ

タ
デ
ー
タ
記
述
要
素
（
Ｄ
Ｃ-

Ｎ
Ｄ
Ｌ
）」
を
公
表
し
た
。
こ
れ

は
、
二
〇
〇
一
年
に
定
め
た
「
国
立
国
会
図
書
館
メ
タ
デ
ー
タ
記
述

要
素
」
の
改
訂
版
で
あ
る
。
同
時
に
、「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
シ
ス
テ
ム
・
メ
タ
デ
ー
タ
ス
キ
ー
マ
」（
以
下
「
Ｄ
Ａ
シ
ス
テ
ム
・

メ
タ
デ
ー
タ
ス
キ
ー
マ
」）
も
公
表
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
記
述
メ

タ
デ
ー
タ
と
し
て
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
（M

etadata O
bject D

escription 

特 集 書 誌 調 整特 集 書 誌 調 整

平
成
一
九
年
度
書
誌
調
整
連
絡
会
議
を
終
え
て
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Schem
a

）
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
は
二
つ
の

メ
タ
デ
ー
タ
基
準
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
Ｄ
Ｃ-

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は

交
換
用
メ
タ
デ
ー
タ
、
Ｄ
Ａ
シ
ス
テ
ム
・
メ
タ
デ
ー
タ
ス
キ
ー
マ
は
、

保
存
用
メ
タ
デ
ー
タ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
Ｄ
Ｃ-

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の

使
用
例
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
五
日
か
ら
一
般
公
開
し
た

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
（
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

Ａ
）」
が
あ
る
。
現
在
、
全
二
〇
種
類
の
ア
ー
カ
イ
ブ
内
の
情
報
が

検
索
可
能
で
あ
る
。

第
九
三
回
全
国
図
書
館
大
会
第
八
分
科
会
報
告

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
下
の
主
題
検
索
」

 

柴
田
正
美
（
日
本
図
書
館
協
会
件
名
標
目
委
員
会
委
員
長
）

　

全
国
図
書
館
大
会
で
資
料
組
織
化
・
情
報
組
織
化
に
関
す
る
分
科

会
が
開
か
れ
た
の
は
、
一
九
九
二
年
愛
知
大
会
以
来
で
あ
る
。
予
想

以
上
の
参
加
が
あ
り
、「
主
題
検
索
」
が
図
書
館
界
全
般
で
大
き
な

課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
下
の
二
つ
の
報
告
の
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
「
誰
が〝
主
題
〞を
認
識
す
る
の
か
」（
緑
川
信
之
報
告
）

　
「
主
題
検
索
ツ
ー
ル
の
将
来
」　　

 

（
渡
邊
隆
弘
報
告
）

　

渡
邊
先
生
の
報
告
で
は
、
米
国
議
会
図
書
館
の
最
近
の
話
題
を
背

景
に
、
今
後
の
資
料
組
織
化
は
利
用
者
指
向
型
に
向
か
う
の
か
、
そ

れ
と
も
検
索
ツ
ー
ル
を
中
心
に
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
変
化
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、利
用
者
が
考
え
る「
主

題
」
と
提
供
す
る
側
が
考
え
る
「
主
題
」
に
食
い
違
い
が
あ
る
た
め

に
、
件
名
シ
ス
テ
ム
や
主
題
検
索
シ
ス
テ
ム
が
使
わ
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
の
解
決
策
が
、
緑
川

先
生
の
報
告
に
あ
る
フ
ォ
ー
ク
ソ
ノ
ミ
ー
で
、
利
用
者
が
自
由
に
タ

ギ
ン
グ
デ
ー
タ
（
検
索
用
の
デ
ー
タ
）
を
入
れ
て
い
く
と
、
そ
れ
が

統
制
語
に
近
い
形
に
収
れ
ん
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
動
き
と
図
書
館
が
提
供
す
る
主
題
検

索
の
世
界
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
利
用
者
志
向
の
シ
ス
テ
ム
を
目
指

し
て
い
こ
う
、
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ダ
ー
バ
ン
大
会
参
加
報
告

 

中
井
万
知
子
（
書
誌
部
副
部
長
）

　

二
〇
〇
七
年
八
月
一
九
日
か
ら
二
三
日
ま
で
、
南
ア
フ
リ
カ
の

ダ
ー
バ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
の
書
誌
デ
ー
タ
関
係
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
全
国
書
誌
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｄ

（Functional Requirem
ents for A

uthority D
ata:

典
拠
デ
ー
タ

の
機
能
要
件
）、
Ｆ
Ｒ
Ｓ
Ａ
Ｒ
（Functional Requirem

ents for 
Subject A

uthority Records:

件
名
典
拠
レ
コ
ー
ド
の
機
能
要
件
）

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
報注

告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
目
録
分
科
会
の
公
開
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
国
際
目
録
原
則

改
訂
に
向
け
て
の
動
き
と
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
目

録
専
門
家
会
議
）
が
五
大
陸
を
巡
回
し
終
え
、
現
在
、
最
終
取
り
ま

と
め
の
段
階
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

特 集 書 誌 調 整特 集 書 誌 調 整
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Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ-

Ｃ
Ａ
Ｔ
／
Ｉ
Ｌ
Ｌ
次
世
代
目
録
所
在
情
報
サ
ー

ビ
ス
検
討
状
況 

相
原
雪
乃
（
国
立
情
報
学
研
究
所
）

　

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ-

Ｃ
Ａ
Ｔ
は
、
一
九
八
五
年
に
稼
動
し
て
以
来
安

定
的
に
運
用
し
て
き
た
が
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
課
題
が
出
て
き
た

た
め
、「
次
世
代
目
録
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」を
設
置
し
、二
〇
〇
七

年
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

効
率
的
な
入
力
の
た
め
の
運
用
モ
デ
ル
、
出
版
デ
ー
タ
の
有
効
活

用
、
電
子
情
報
資
源
の
運
用
方
式
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
造
の
見
直
し

等
の
課
題
に
つ
い
て
、
利
用
者
・
参
加
館
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
二
〇
〇
七
年
度
末
ま
で
検
討
を
続
け
る
。
年
度
末
に
報
告
書
を

公
開
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
す
る
予
定
で
あ
る
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
か
ら
の
主
な
発
言

○
上
田
修
一
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
や
『
雑
誌
記
事
索
引
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

国
内
外
の
不
特
定
多
数
の
利
用
者
が
様
々
な
ニ
ー
ズ
で
利
用
す
る
、

文
字
ど
お
り
の
全
国
的
な
情
報
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
に
は

古
い
情
報
が
乏
し
い
が
、
こ
の
た
び
登
場
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
は
、
そ

の
よ
う
な
古
い
情
報
を
統
一
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
検
索
で
き

る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
存
在
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

図
書
館
が
想
定
し
て
い
る
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
利
用
者
と
、
実
際
の
利
用

者
の
使
い
方
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
ら
し
く
、
現
在
の
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
は
出
発
点
か
ら
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

を
拭
い
き
れ
な
い
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
２
．
０
と
い
っ
た
改
善
で
は
な
く
、

二 　

書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
お
よ
び
提
供　

新
し
い
目
標
・

方
針
の
設
定

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
新
し
い
方
針
の
検
討
状
況

 

中
井
万
知
子
（
書
誌
部
副
部
長
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
進
展
は
著
し
く
、
海

外
で
も
「
目
録
の
危
機
」
に
関
す
る
調
査
報
告
や
提
言
が
多
く

な
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
も
書
誌
デ
ー
タ
を
今
後
ど
う
し
て

い
く
か
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。そ
こ
で
、二
〇
〇
七

年
四
月
か
ら
班
体
制
を
立
ち
上
げ
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
書
誌
デ
ー
タ

の
役
割
や
現
状
と
課
題
等
を
ふ
ま
え
た
方
針
案
を
検
討
し
て
い

る
。
九
月
段
階
の
一
次
案
で
は
、次
の
五
点
の
方
針
を
定
め
た
。

　

方
針
一　

 

デ
ー
タ
の
開
放
性
を
高
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
提
供

を
前
提
と
し
て
、
多
様
な
方
法
で
容
易
に
入
手
、

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

方
針
二　

 

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
す

る
。

　

方
針
三　

 

電
子
情
報
資
源
も
含
め
て
、
多
様
な
対
象
を
シ
ー

ム
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
可
能
に
す
る
。

　

方
針
四　

デ
ー
タ
の
有
効
性
・
効
率
性
を
高
め
る
。

　

方
針
五　

外
部
資
源
、
知
識
、
技
術
を
活
用
す
る
。

　

こ
の
方
針
を
二
〇
〇
七
年
度
中
に
定
め
、
二
〇
〇
八
年
度
か

ら
具
体
策
を
順
次
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特 集 書 誌 調 整
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目
録
デ
ー
タ
に
付
加
価
値
を
高
め
る
方
向
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

○
北
克
一
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
教
授
）

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
は
、Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
や
書
誌
と
い
う
点
で
は
、

内
容
細
目
の
構
造
化
を
し
て
欲
し
い
。

　

目
新
し
い
こ
と
を
や
る
な
ら
と
に
か
く
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
で
あ

る
。
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
開

発
す
る
際
、
企
画
・
予
算
確
保
・
入
札
・
調
達
を
経
た
結
果
、
時
代

遅
れ
の
シ
ス
テ
ム
に
な
る
よ
う
で
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
で
あ
る
。

　
「
な
ぜ
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
に
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
預
け
な
い
の
か
？
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
一
般
の
人
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
き
ち
ん

と
し
た
説
明
が
必
要
で
あ
る
。国
民
一
般
向
け
の「
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス
」
の
よ
う
な
も
の
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

○
根
本
彰
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

　

昨
年
度
、
全
国
の
公
立
図
書
館
等
を
対
象
に
地
域
資
料
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
っ
た
。
図
書
・
雑
誌
・
新
聞
・
地
図
等
の
他
、
新
聞

切
抜
き
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
等
、
色
々
な
種
類
の
地
域
資
料
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
一
方
で
、
整
理
状
況
を
み
る
と

未
整
理
の
も
の
が
か
な
り
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
最
近
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
あ
る
の
で
県
内
書
誌
等
地
域
資
料
に

つ
い
て
の
専
用
の
ツ
ー
ル
は
作
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
地
域
書
誌
と
し
て
使
え
る
か
ど
う

か
を
調
査
し
て
み
る
と
、
地
域
資
料
の
書
誌
を
絞
り
込
め
な
い
状
態

の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。こ
の
点
は
改
善
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

○
宮
澤
彰
（
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
）

　

書
誌
調
整
は
そ
も
そ
も
一
つ
の
図
書
館
の
も
の
で
は
な
い
。
Ｎ
Ｄ

Ｌ
はN
ational Library

と
し
て
、
県
立
・
市
町
村
立
、
大
学
、
専

門
図
書
館
を
含
め
た
国
全
体
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　

書
誌
調
整
に
代
わ
る
、digital resource

を
含
め
た
新
し
い
概

念
を
作
り
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。digital resource

に
お
け

る
図
書
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
保
存
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
情
報
は
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
や

電
子
図
書
館
等
で
、
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
適
切
に
保
存
さ

れ
る
体
制
が
あ
っ
て
初
め
て
、
か
つ
て
の
「
出
版
」
に
あ
た
る
社
会

的
な
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

意
見
交
換

　

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
公
開
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
取
組
み
や

方
針
案
の
内
容
に
関
し
て
、
多
く
の
質
問
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
望
む
こ
と
と
し
て
、
書
誌
デ
ー
タ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
機
能
の
実
現
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
機
能
拡
充
、
大

学
図
書
館
等
と
の
メ
タ
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
議
論
の
活
性
化
等
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
と
め

　

当
会
議
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
今
後
進
む
べ
き
書
誌
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
具

特 集 書 誌 調 整
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体
的
な
連
携
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
関
係
諸
機
関
と
協
同
す
る
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 　

当
会
議
の
記
録
集
を
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

－「
図
書
館
員
の
方
へ
」－

「
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
お
よ
び
提
供
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

<http://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/library/data/conference.htm

l>

　
　

注　
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
書
誌
情
報
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
第
二
号
参
照

　

 http://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/library/data/bib_new

sletter/
backnum

ber/002/index.htm
l#03

 

（
書
誌
部
書
誌
調
整
課
）

特 集 書 誌 調 整

平成19年度書誌調整連絡会議　出席者

相原　雪乃 国立情報学研究所学術基盤推進部学術
コンテンツ課副課長

上田　修一 慶應義塾大学文学部教授
大串　純子 東京都立中央図書館サービス部資料管理課

整理係目録管理担当係長
金中　利和 日本図書館協会分類委員会委員長
北　　克一 大阪市立大学大学院創造都市研究科教授
柴田　正美 日本図書館協会件名標目委員会委員長、

帝塚山大学心理福祉学部学部長・教授

多田　智子 早稲田大学図書館資料管理課長
常世田　良 日本図書館協会理事・事務局次長
根本　　彰 東京大学大学院教育学研究科教授
宮澤　　彰 国立情報学研究所情報社会相関研究系教授
山崎　博樹 秋田県立図書館企画・広報班副主幹
米澤　　誠 山形大学学術情報部学術情報ユニット長

（以上敬称略、五十音順）

（国立国会図書館）
那須　雅熙 書誌部長
中井万知子 書誌部副部長
倉光　典子 書誌部主任司書
本橋　　修 書誌部書誌調整課課長補佐

書誌データ関係のWebページが新しくなりました！
（ホームページ＞図書館員の方へ）

書誌調整についての最新動向や書誌データについての様々な情報は、国立国会図
書館ホームページでもお知らせしています。ぜひこちらもチェックしてみてくだ
さい。

『NDL書誌情報ニュースレター』
（http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/bib_newsletter/index.html）
このニュースレターでは、書誌に関する様々な最新動向をいち早くお知らせしま
す。「コラム　書誌データ探検」では、普段分からないままやり過ごしてしまう
書誌データの疑問について、毎回、少しマニアックに探求しています。

『書誌データの作成および提供』
（http://www.ndl.go.jp/jp/library/data_make.html）
今回の書誌調整連絡会議の記録を含め、書誌調整に関わる情報や、書誌データを
作成する際に参照する各種の資料を掲載しています。また、このたびページをリ
ニューアルし、見やすい構成になりました。書誌データの見方が分からないと思っ
たことのある方は、この機会にぜひ一度のぞいてみてください。
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国
立
国
会
図
書
館
の
提
供
す
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（http://

opac.ndl.go.jp/index.htm
l

）
の
中
で
最
も
利
用
の
多
い
雑
誌
記
事

索
引
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
同
様
に
今
年
で
六
〇
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
期
に
、
改
め
て
雑
誌
記
事
索
引
に
つ
い
て
お
伝

え
す
る
こ
と
で
、
み
な
さ
ま
の
調
査
の
便
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

●
雑
誌
記
事
索
引
と
は

　

雑
誌
記
事
索
引
は
、
文
字
ど
お
り
雑
誌
に
収
録
さ
れ
て
い
る
記
事

そ
の
も
の
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
記
事
ご
と
に
索
引
を
つ
け
、
記
事

タ
イ
ト
ル
中
に
含
ま
れ
て
い
る
言
葉
か
ら
検
索
す
る
こ
と
の
で
き
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。

　

納
本
制
度
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
た
年
間
約
六
五
万
冊
の
雑
誌
の

中
か
ら
約
一
万
誌
を
対
象
と
し
て
入
力（「
採
録
」と
呼
ん
で
い
ま
す
）

を
行
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
雑
誌
記
事
索
引
の
デ
ー
タ
に

は
、
毎
週
月
曜
日
に
一
週
間
分
、
約
八
四
〇
冊
九
、二
〇
〇
件
が
新

た
に
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
八
〇
〇
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

膨
大
な
所
蔵
雑
誌
の
中
か
ら
対
象
誌
が
選
ば
れ
る
た
め
、
そ
の
中

身
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
専
門
誌
の
文
献
リ
ス
ト
よ
り
幅
広
く
探

せ
る
と
評
判
で
す
。
調
査
研
究
の
た
め
の
論
文
検
索
や
、
レ
ポ
ー
ト
作

成
の
た
め
の
文
献
リ
ス
ト
作
り
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

雑
誌
記
事
索
引
の
ご
紹
介

多様な採録誌（例）
・月刊廃棄物 ・プラズマ・核融合学会誌 ・すばる
・自転車・バイク駐車場 ・養豚の友 ・栄養と料理
・甲冑武具研究 ・鉄道ピクトリアル ・ボイラ研究
・Boss ・人民中国 ・芸術新潮
・宇宙航空環境医学 ・月刊食堂 ・ニューズウィーク
・週刊ポスト ・週刊朝日 ・世界遺産年報
・神奈川県環境科学センター業務報告 ・別冊太陽

特 集 書 誌 調 整
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実
際
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
の
雑
誌
記
事
索
引
の
使
い
方
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

例えば「洞爺湖サミット」について調べてみることにします。

a
b

c
d

e

採録の対象と
なっている
雑誌を確認
できます。

①検索ワードの入力
　ａ 「論題名」というボックスに「洞爺湖サミット」と入力し、「検索」ボタ
ンをクリックします。

　　＊ 論題名は、タイトルのよみ（ひらがな、カタカナ）、記事の本文に付与
されているキーワードを検索できます。

　ｂ 著者は記事ごとに 3名まで記録。日本人名の場合はよみ（ひらがな、カタ
カナ）からでも検索できます。

　ｃ1975年から1995年までの記事には分類記号がついています。
　ｄ 現在入力しているデータには、簡易な区分として、「伝記・年譜」、「判例研究」
などの「記事種別コード」がついています。

　ｅ 一覧で表示できる件数は200件までです。この上限を超えた分は表示され
ません。

②検索ワードを含む記事の一覧表示から目的の記事を選ぶ
　 「洞爺湖サミット」がタイトル中に含まれる記事の一覧が検索結果として表
示されます。この中の該当する記事をクリックします。

特 集 書 誌 調 整特 集 書 誌 調 整
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f

③該当記事の詳細表示
　より詳しい記事の内容がわかります。
　ｆ該当雑誌の所蔵の確認（所蔵詳細）

④閲覧・郵送複写（登録利用者のみ）などのサービスの選択
　 利用者登録をすると、オンラインで複写を申し込むこともできます。
　（http://www.ndl.go.jp/jp/information/guide.html#PersonalRegist ）

●検索する際のご注意
・ 雑誌記事索引のデータは、記事自体あるいは目次を情報源とするシンプルなも

のです。自然語による検索のみ可能です。つまり雑誌本体にある情報をそのま

ま載せているので、　関連語からの検索はできません。

・ 精度の高い検索結果を得るためには、検索条件で絞り込むことが重要になりま

す。「記事種別コード」を使う、年代チェックボックスで雑誌が刊行された期

間の範囲を絞る、該当雑誌の巻号を入れるといった工夫をお勧めします。

・ 雑誌記事索引のシステムの漢字コードはJIS83です。この範囲外の漢字等は、

代わりに読みをカタカナで入力しています。また、西洋系の外国人は基本的

にアルファベットで著者名を記録しています。ただし、カタカナのみで雑誌に

記載されている場合は、その記事の著者名はカタカナになります（例　Peter 

Franklとピーター・フランクルなど）。このように、記事によって同じ著者で

も表記が異なることもあるので、お探しの記事が見つからない場合は、他の表

記でも検索してみてください。

特 集 書 誌 調 整特 集 書 誌 調 整
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●
雑
誌
記
事
索
引
の
成
り
立
ち

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
公
開
以
前
の
四
七
年
と
い
う
長
い
期
間
、
雑

誌
記
事
索
引
は
冊
子
体
で
提
供
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
簡
単
に
雑

誌
記
事
索
引
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
（
表
１
）。

　

雑
誌
記
事
索
引
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、
昭
和
二
三

（
一
九
四
八
）
年
に
図
書
整
理
の
指
導
・
助
言
の
た
め
米
国
か
ら
派

遣
さ
れ
た
ダ
ウ
ン
ズ
が
作
成
し
た
、
報
告
書
の
勧
告
に
よ
る
も
の

で
し
た
。
こ
の
勧
告
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
冊
子
体
と
し

て
一
九
四
九
年
二
月
に
創
刊
さ
れ
一
九
九
五
年
ま
で
刊
行
が
続
き

ま
し
た
。
冊
子
体
の
時
代
は
、
限
定
さ
れ
た
学
術
雑
誌
を
対
象
に

分
類
を
つ
け
る
な
ど
丁
寧
な
デ
ー
タ
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

ま
し
た
。
時
代
と
と
も
に
雑
誌

の
刊
行
量
が
増
大
し
、
そ
れ
に

伴
う
利
用
者
の
「
も
っ
と
広
く
多

数
の
雑
誌
を
検
索
し
た
い
」
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
あ
り
方
を
再
検
討

し
、
一
九
九
五
年
、
分
類
を
や
め

対
象
誌
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
方

向
へ
と
軌
道
修
正
し
ま
し
た
。
冊

子
時
代
の
対
象
誌
は
三
、一
〇
〇

誌
で
し
た
が
、
一
九
九
六
年
に

は
週
刊
誌
等
利
用
頻
度
の
高
い
雑

誌
を
加
え
て
一
気
に
五
、五
〇
〇

誌
へ
と
拡
大
。
そ
の
後
調
査
・
研

究
に
有
用
な
雑
誌
や
紀
要
類
を
加

え
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
九
、
〇
〇
〇
誌
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
八

年
一
月
現
在
、
一
〇
、
一
一
五
誌
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　

雑
誌
記
事
索
引
の
デ
ー
タ
は
外
部
に
も
提
供
し
て
い
ま
す
の

で
、
国
立
情
報
学
研
究
所
のCiN

ii

や
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
の

M
A
GA
ZIN
EPLU

S

な
ど
か
ら
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

ポ
ー
タ
ル
「
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
」（http://porta.ndl.go.jp/portal/dt

）

か
ら
も
一
部
の
記
事
が
検
索
で
き
ま
す
。

特 集 書 誌 調 整特 集 書 誌 調 整

表１　雑索の提供方法の変遷

1949年　 雑誌記事索引の刊行を開始（冊子
体）

1950年　 「自然科学編」・「人文科学編」に
分離

1965年　 「科学技術編」・「人文・社会編」
に改題

1975年　 冊子体のコンピュータ編集を開始

1979年　 「医学・薬学編」の刊行を開始
　　　　（～1984）

1984年　 オンライン情報検索システム提供
開始

1994年　CD-ROMによる提供を開始

1996年　冊子体の刊行を終了

2002年　NDL-OPACによる提供開始

2005年　CD-ROMによる提供を終了

�

����
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����

�����

�����

����

����

���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

表２　採録誌数の変遷
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特 集 書 誌 調 整特 集 書 誌 調 整

○コラム　情報源は目次？本文？

記事タイトルを入力する際、どこを情報源とするかは目録にとって重要な問題で
す。実際、目次と本文でタイトルが全く違う、なんてことが週刊誌などの情報誌
だとざらにあるのです。本文のタイトルは著者が書き、目次は編集者が簡潔なタ
イトルで作るという話を聞きます。「では本文から記録すればいいのでは？」と
思われるでしょうか。ところが、本文は本文でタイトルをおしゃれに配置してい
るために、一体どこからどの順に読めばよいのかが全く分からない記事というの
も多々あります。採録する人によって記録されるタイトルが異なるようでは目録
にはなりません。そこで、現在では本文と目次でタイトルが比較的一致している
「学術雑誌」は本文から、その他の判断の難しい雑誌は目次から入力、と場合分
けして採録しています。

①OCR（光学式文字読取装置)で雑誌の目次部分
を読み取る。

②キーワードや著者の確認を行う。縦書きや横書
き、カラー記事など、OCRでは歯の立たないこ
とが多いので、人間でなければできない作業です。
理由は下のコラムをご覧ください。

記
事
・
タ
イ
ト
ル
や
著
者

 

の
入
力

出典：左から
『週刊ポスト』

40（6）1953, pp. 26-27,
『宣伝会議』（734）, p.18, 
『航空ファン』57（2）
（662）, P.8

②　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

記事を見るとタイトルは縦横が混在したり、主タイトルが
本文よりも小さかったり、目次は日本語なのに英語になっ
ていたりしています。
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冊子の雑誌記事索引を元に遡及入力を行っている。

特 集 書 誌 調 整

●
採
録
誌
・
採
録
記
事
の
基
準

　

採
録
の
対
象
と
な
る
雑
誌
を
絞
り
込
む
基
準
と
し
て
「
雑

誌
記
事
索
引
採
録
誌
選
定
基
準
」
と
い
う
も
の
を
設
け
て
い

ま
す
。
こ
の
基
準
で
は
、
採
録
の
対
象
と
す
る
雑
誌
を
「
学

術
雑
誌
」「
専
門
誌
」「
一
般
総
合
誌
（
週
刊
誌
な
ど
）」
な

ど
と
し
、
同
時
に
採
録
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
を
除
い
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
採
録
の
対
象
と
な
る
雑
誌
か
ら
ど
の
よ
う
な
記

事
を
採
録
す
る
か
は
「
雑
誌
記
事
索
引
記
事
採
録
基
準
」
で
定
め

て
い
ま
す
。
原
則
三
ペ
ー
ジ
以
上
の
分
量
が
あ
る
記
事
を
採
録
し

て
い
る
ほ
か
、
内
容
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
ま
す
（
広
告
や
学
会

の
運
営
報
告
な
ど
お
知
ら
せ
に
類
す
る
記
事
は
と
ら
な
い
、
な
ど
。

採
録
誌
選
定
基
準
・
記
事
採
録
基
準
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://stg.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_select.htm
l

）。

　

新
た
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
準
に
あ
っ
て
い

る
か
ど
う
か
を
二
か
月
に
一
回
の
割
合
で
審
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
継
続
的
に
刊
行
さ
れ
、
納
本
さ
れ
る
と
見
定
め
ら
れ
た
雑
誌
が

対
象
と
な
る
よ
う
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。「
こ
の
雑
誌
も
雑
誌
記

事
索
引
に
載
せ
て
欲
し
い
」
と
い
う
ご
要
望
も
こ
の
選
定
作
業
の
と

き
に
一
緒
に
検
討
し
、
結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
雑
誌
記
事
索
引
の
課
題
と
取
組
み

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
「
冊
子

体
」
時
代
の
デ
ー
タ
も
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

整
備
す
る
「
遡
及
入
力
作
業
」
で
す
。
人
文
社
会
編
一
三
三
万
件
の

デ
ー
タ
は
入
力
を
終
え
、
現
在
は
科
学
技
術
編
一
二
八
万
件
の
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
〇
年
度
中
に
は
す
べ
て
の
作
業
を
終
え

る
予
定
で
す
。

　

二
つ
目
と
し
て
「
入
力
ル
ー
ル
の
見
直
し
」
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

か
ら
段
階
的
に
、
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
行

い
、
利
用
の
少
な
い
「
ワ
ー
ド
検
索
」（
タ
イ
ト
ル
中
に
含
ま
れ
る

自
立
語
ご
と
に
完
全
一
致
で
検
索
で
き
る
と
い
う
部
分
）
の
維
持
を

や
め
、
代
わ
り
に
他
言
語
論
題
と
し
て
英
語
の
タ
イ
ト
ル
も
採
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ル
ー
ル
は
ま
だ
外
部
に
公
開
で
き
る
状
態
に

あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
駄
を
省
き
よ
り
多
く
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
を
続
け
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
採
録
誌
を
選
定
し
た
時
点

の
新
刊
か
ら
採
録
が
始
ま
る
た
め
に
そ
れ
以
前
の
刊
行
分
の
デ
ー
タ

が
な
い
と
い
う
問
題
、
二
ペ
ー
ジ
以
下
の
記
事
へ
の
採
録
要
望
へ
ど

う
応
え
る
か
と
い
う
問
題
、
ペ
ー
ジ
数
が
入
っ
て
い
な
い
、
記
事
が

重
複
し
て
い
る
な
ど
さ
ら
に
整
備
が
必
要
な
遡
及
入
力
分
デ
ー
タ
の

問
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
雑
誌
記

事
索
引
の
次
期
の
課
題
と
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

現
在
は
、
残
り
の
遡
及
作
業
を
終
え
る
こ
と
を
重
点
課
題
と
し
て

い
ま
す
。
一
つ
ず
つ
地
道
に
問
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
皆
様
に
よ

り
速
く
よ
り
多
く
の
情
報
を
お
届
け
す
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（

書
誌
部
逐
次
刊
行
物
課
）
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膨
大
な
文
献
の
中
か
ら
適
切
な
資
料
を
探
し
出
す
た
め
の
目
録

を
、図
書
館
は
そ
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
作
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

目
録
カ
ー
ド
や
冊
子
体
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
検
索
で
き
る
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
へ
、
目
録
も
進
化
し
て
い
ま
す
。
紙
媒
体
で
維
持
さ
れ
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
目
録
を
入
力
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
書
誌
デ
ー
タ

の
遡
及
入
力
は
、
多
く
の
図
書
館
に
と
っ
て
大
き
な
目
標
と
な
り
ま

し
た
。
遡
及
入
力
に
よ
っ
て
、
書
誌
デ
ー
タ
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
可
能
に
な
り
、

存
在
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
所
蔵
資
料
に
も
、
ア
ク
セ
ス

の
道
が
開
け
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料
の
書
誌
デ
ー
タ
を
同

時
に
検
索
で
き
る
こ
と
は
、新
し
い
知
識
の
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

多
種
多
様
な
資
料
を
所
蔵
す
る
国
立
国
会
図
書
館
は
、
遡
及
入
力
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の
か
、
そ
の
歩
み
と
現
在
の
状
況
を
紹
介

し
ま
す
。

一　

遡
及
入
力
の
歩
み

（
1
）
和
図
書
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力

　

―

　

昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）年
〜
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）年

　

国
立
国
会
図
書
館
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
目
録
の
編
さ
ん
を
昭

和
四
○
年
代
後
半
か
ら
開
始
し
、
昭
和
五
六
年
に
は
、
新
刊
和
図
書

の
機
械
可
読
目
録
と
し
て
磁
気
テ
ー
プ
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｃ
の
頒
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
、
昭
和
五
四
年
に
は
最
初
の
遡
及
入
力
事
業
に

着
手
、
ま
ず
は
昭
和
四
四
年
か
ら
昭
和
五
一
年
ま
で
に
収
集
整
理
し

た
和
図
書
の
目
録
デ
ー
タ
を
入
力
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順
次
対
象

を
拡
大
し
、
平
成
一
一
年
に
明
治
期
以
降
全
て
の
和
図
書
約
九
○
万

件
の
遡
及
入
力
を
終
了
、
冊
子
体
の
蔵
書
目
録
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
、Ｊ-

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
（
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
と
し
て
頒
布
し
ま
し
た
。

入
力
作
業
は
、
カ
ー
ド
目
録
や
帝
国
図
書
館
時
代
の
冊
子
体
目
録
等

を
基
本
に
、
目
録
が
作
成
さ
れ
た
当
時
に
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
書

名
や
著
者
の
ヨ
ミ
、
ペ
ー
ジ
数
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
補
い
な
が
ら
進

め
ら
れ
、
ほ
ぼ
二
〇
年
を
か
け
た
長
期
間
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

（
2
）
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
提
供
、
関
西
館
に
向
け
て　

　

―
　

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）年
〜
平
成
一
四（
二
〇
〇
二
）年

　

そ
の
間
、
一
九
九
○
年
代
か
ら
図
書
館
の
目
録
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
主

流
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

特 集 書 誌 調 整

書
誌
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
ア
ク
セ
ス
が
必
須
の
条
件
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
一
四
年
度
の
関
西
館
開
館
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
全
面
開
館
に
よ
る
業
務
展
開
に
備
え
、
資
料
が
分
散
配
置
さ

れ
て
も
そ
の
所
在
が
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
、
遡
及
入
力
も
そ
の
範

囲
の
拡
大
と
迅
速
化
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
外
国
語
の
図
書
で
あ

る
洋
図
書
に
つ
い
て
は
、
書
１

誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
デ
ー
タ
と
外
部

委
託
作
業
を
活
用
し
、
平
成
一
一
〜
一
二
年
度
に
約
三
八
万
件
を
入

力
し
ま
し
た
。

　

和
・
洋
図
書
の
遡
及
入
力
デ
ー
タ
は
、
他
の
入
力
済
み
書
誌
デ
ー

タ
と
と
も
に
、
新
規
開
発
さ
れ
た
電
子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム
に
移

行
さ
れ
、
和
図
書
に
つ
い
て
は
平
成
一
四
年
一
〇
月
の
関
西
館
開
館

時
、
洋
図
書
に
つ
い
て
は
平
成
一
六
年
五
月
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
）
で
全
件
の
検
索

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
言
語
資
料
の
書
誌
デ
ー

タ
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
平
成
一
四
年
一
〇
月
に
公
開
し
た
ア
ジ
ア

言
語
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

（
3 
） 「
遡
及
計
画
二
〇
〇
二
」
お
よ
び
「
遡
及
計
画
二
〇
〇
五
」　

の
策
定
と
実
施　

―

　

平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
以
降

　

平
成
一
四
年
一
二
月
に
、
当
館
で
は
館
内
す
べ
て
の
資
料
所
管
部

署
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
館
内
の
未
整
理
ま
た
は
未
入
力
資

料
群
は
約
一
六
〇
種
、
デ
ー
タ
総
件
数
に
し
て
二
〇
〇
万
件
余
り
と

推
定
し
ま
し
た
。
図
書
、
通
常
の
逐
次
刊
行
物
に
対
し
て
は
比
較
的

早
く
書
誌
デ
ー
タ
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
館
内
に
は
、
歴

史
の
あ
る
貴
重
な
資
料
、
地
図
や
レ
コ
ー
ド
な
ど
媒
体
が
異
な
る
資

料
、
入
力
元
の
デ
ー
タ
に
不
備
が
あ
る
資
料
な
ど
が
、
ま
だ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、デ
ー
タ
移
行
に
よ
っ
て
、整
備
が
必
要
な
書
誌
デ
ー

タ
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
一
五
年
二
月
に
「
平

成
一
五
年
度
以
降
の
デ
ー
タ
遡
及
計
画
に
つ
い
て
」（
通
称
「
遡
及

計
画
二
〇
〇
二
」）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
遡
及
計
画
二
〇
〇
二
」
で
は
、
国
内
刊
行
資
料
で
あ
る
こ
と
や

入
力
の
た
め
の
準
備
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
資
料
群
一
五
種
、
デ
ー

タ
総
件
数
約
六
〇
万
件
を
選
定
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
一
七
年
度
ま

で
の
三
年
間
で
、
遡
及
作
業
お
よ
び
デ
ー
タ
整
備
の
推
進
を
図
り
ま

し
た
。
遡
及
入
力
作
業
は
、
主
と
し
て
対
象
の
資
料
群
を
所
管
す
る

課
が
担
当
し
、
和
古
書
、
漢
籍
、
地
図
資
料
等
の
遡
及
入
力
が
、
こ

の
計
画
に
よ
っ
て
進
展
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
引
き
続
き
計
画
的
に
遡
及
入
力
を
進
め
る
た
め
、
平

成
一
七
年
三
月
に
再
度
調
査
を
行
い
、「
平
成
一
八
年
度
以
降
の
デ
ー

タ
遡
及
計
画
に
つ
い
て
」（
通
称
「
遡
及
計
画
二
〇
〇
五
」）
を
策
定

し
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
二
○
年
度
の
予
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雑
誌
記
事
索
引
科
学
技
術
編
の
デ
ー
タ
遡
及
入
力
事
業
を

平
成
一
六
年
度
か
ら
開
始
し
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
に
デ
ー
タ
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

特 集 書 誌 調 整特 集 書 誌 調 整
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二　
 「

遡
及
計
画
二
〇
〇
二
」お
よ
び「
遡
及
計
画
二
〇
〇
五
」

の
実
施
状
況

　

こ
れ
ら
の
計
画
で
、
遡
及
入
力
お
よ
び
デ
ー
タ
整
備
が
実
施
さ
れ

た
資
料
群
は
一
六
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
遡
及
計
画
二
〇
〇
二
」
の
計
画
期
間
内
に
入
力
を

実
施
し
た
資
料
の
総
数
（
件
数
・
タ
イ
ト
ル
数
）
は
、
雑
誌
記
事
索

引
を
除
き
、
約
四
一
万
五
千
件
で
し
た
。
こ
の
計
画
の
も
と
で
か
な

り
の
規
模
の
遡
及
入
力
が
達
成
で
き
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
ま
た
は

ア
ジ
ア
言
語
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
書
誌
デ
ー
タ
を
搭
載
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
遡
及
計
画
二
〇
〇
五
」
で
は
、
継
続
し
て
地
図
資
料
、

国
内
博
士
論
文
の
遡
及
入
力
を
行
う
ほ
か
、
新
た
に
録
音
資
料
（
レ

コ
ー
ド
等
）、
映
像
資
料
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
・
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
等
）
も

対
象
と
し
、録
音
・
映
像
資
料
に
つ
い
て
は
今
年
度
す
で
に
約
四
一
万

件
を
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
搭
載
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の
書
誌
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力
は
、

国
内
刊
行
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
部
分
を
カ
バ
ー
す

る
と
こ
ろ
ま
で
進
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
が
所
蔵
し
て

い
た
特
２

別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、ま
た
、外
３

国
刊
行
の
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
ポ
ー

ト
の
よ
う
に
独
自
の
体
系
で
整
理
さ
れ
た
資
料
群
等
に
つ
い
て
は
、

未
入
力
の
も
の
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

遡
及
入
力
は
、
地
味
な
作
業
で
す
が
、
地
図
資
料
や
録
音
・
映
像

資
料
と
い
っ
た
資
料
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
目
録
を
作
成
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ
る
目
録
規

則
が
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単

に
は
進
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
力
し
た
書
誌
デ
ー
タ
に
対
し
、
書
誌

的
事
項
を
補
う
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
証
す
る
と
い
う
図
書
館
の
原
点
に
立
ち
、

ま
た
、資
料
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
新
し
い
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
も
遡
及
入
力
お
よ
び
デ
ー
タ
整
備
の
進
展
を
は
か
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

1 

．
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
。
分
担
目
録
作
業
の
も
と
形
成
さ
れ
た
巨
大

な
共
同
目
録
シ
ス
テ
ム
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ

（O
nline Com

puter Library Center

）
が
あ
る
。

2 
．
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
暦
学
関
係
資
料
の
渡
辺
敏
夫
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
時
計
関
係
資
料
の
堀
田
両
平
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
る
。

3 

．
テ
ク
ニ
カ
ル
リ
ポ
ー
ト
と
は
科
学
技
術
関
係
資
料
を
指
す
。
そ
の
他

に
一
九
九
三
年
以
前
受
け
入
れ
の
国
際
機
関
資
料
（
パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

な
ど
も
未
入
力
資
料
群
に
な
っ
て
い
る
。

 

（
書
誌
部
書
誌
調
整
課
）

特 集 書 誌 調 整特 集 書 誌 調 整
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表　「遡及計画2002」および「2005」のおもな実施状況（平成20年 1月末現在）

資料類別 資料群名
実施件数

（実施中のもの
を含む）

実施年度 備考

和図書

国内官庁小冊子 37,873件 平成17年度

学習参考書 33,257件 平成15年度～
18年度

NTT電話帳 14,262件 平成15年度
電電公社分を含む

民間刊行小冊子 9,334件 平成17年度
昭和62年～平成7年受入分

戦前期和図書 約7,400件 平成19年度
（実施中）

未入力分

和古書 和古書
（江戸期以前） 35,107件 平成15年度

漢籍 漢籍（清朝以前） 11,969件 平成16年度～
17年度

非図書資料

地図資料 約110,000件 平成16年度～
（継続実施中）

録音資料・映像資
料 415,055件 平成19年度

音楽映像資料データベー
スからデータ移行

電子資料・録音資
料・映像資料 約17,000件 平成19年度～

（実施中）
上記以外のもの

博士論文 国内博士論文 約88,000件 平成17年度～
（継続実施中）

昭和58年以前受入分
件数は入力済の分

雑誌・新聞 和雑誌・新聞 約3,000件 平成15年度～
17年度

アジア資料

中国語図書 約130,000件 平成15年度～
18年度

アジア諸言語図書 約6,000件 平成15年度～
（継続実施中）

モンゴル語、インドネシ
ア語、マレーシア語、ベ
トナム語、ヒンディー語、
サンスクリット語、ペル
シア語、アラビア語、タ
イ語

雑誌記事索引    雑誌記事索引
科学技術編 860,744件 平成17年度～

件数は平成19年度までの
NDL-OPAC搭載数
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最近NDL-OPACで検索可能となった資料群の紹介

　当館では、過去に受け入れた資料の書誌データを計画に基づき遡及して入力してい
ます。現在、入力作業をしている資料群は右の表のとおりです。ここでは、最近入力
した戦前期和図書の中から特徴ある資料をいくつかご紹介します。
   最初にご紹介するのは、教育関係の資料です。当館の前身である旧帝国図書館では
様々な資料を所蔵しており、教科書、指導書、大学講義録といった教育関係の資料群
もありました。早稲田大学、慶応義塾大学、明治大学といった古くからある大学をは
じめとする、明治・大正期の大学講義録のほか、東京帝国大学農科大学実科（現東京
大学農学部）、東京外国語学校（現東京外国語大学）、陸軍士官候補生といった各種の
官立学校の入試問題を掲載した『諸官立学校入学試験問題答案詳解　大正 4年度』な
どもあります。
　次にご紹介するのは、風俗本や社会主義関係の
資料です。旧帝国図書館では閲覧禁止になってい
た資料も含まれています。現在では考えられないこ
とかもしれませんが、江戸川乱歩の『乱歩傑作選集』
の第1巻から第11巻、モーパッサンの『女の戯れ』
も風俗本として閲覧禁止になっていました。この『女
の戯れ』の原題は“Notre Coeur”（日本語訳は「我
らの心」）です。当館には、閲覧禁止となった『女
の戯れ』と訳された単行本 1冊のほかに、『我等の
心』『吾等の心』などと訳されたものが数点あります。
　このように、カードや冊子体目録でも探し出せなかった過去の貴重な資料が、書誌
データが整備されたことによりNDL-OPACで新たに利用できるようになりました。

（資料提供部図書課）
たとえば、これらの資料が新たに検索できるようになりました。

特 集 書 誌 調 整

入力元のデータである原簿。『女の戯
れ』に閲覧禁止を示す「禁閲」の印が
ある。

『女の戯れ』モオパツサン著
新榮閣　1924　333p
標題紙部分

『我等の心　新訳』
モオパツサン著　改造社
昭和 9　319p
表紙部分

『学問のすすめ』
福沢諭吉，小幡篤次郎著
福沢諭吉　明治 5　12丁
冒頭部分

『中等修身教授案』
笹倉新治著　冨山房
1902　標題紙部分
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図
書
館
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
資
料
を

検
索
す
る
た
め
の
書
誌
デ
ー
タ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
メ

タ
デ
ー
タ
、
電
子
図
書
館
コ
ン
テ
ン
ツ
、
テ
ー
マ
を
調
べ
る
た
め
に

役
立
つ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
へ
と
、
範
囲
は
広
が
る
ば
か
り
で
す
。

長
い
歴
史
を
も
ち
、
ま
た
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線
に
あ
る
図
書
館

の
情
報
を
、
も
っ
と
国
際
的
に
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
と
い
っ
し
ょ
に
、
そ
し
て
便
利
に
利
用
し
て
も
ら
う

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

　

そ
れ
を
考
え
る
基
礎
講
座
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
一
月
に
、「
図

書
館
の
生
み
出
す
情
報
の
流
通
・
活
用
に
向
け
て
」
を
総
合
テ
ー
マ

と
し
て
、
二
回
の
館
内
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

国
立
情
報
学
研
究
所
の
宮
澤
彰
氏
か
ら
、
多
言
語
対
応
の
文
字

コ
ー
ド
で
あ
る
ユ
ニ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
ゼ
ノ
ン
リ
ミ

テ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
の
神
崎
正
英
氏
か
ら
、
デ
ー
タ
を
結
び

つ
け
る
ウ
ェ
ブ
、
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ブ
と
書
誌
デ
ー
タ
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ユ
ニ
コ
ー
ド
と
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ブ
の
基
礎
知
識―

館
内
講
演
会
か
ら

「
Ｕ
Ｃ
Ｓ
と
Ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ

　
文
字
と
文
字
コ
ー
ド
管
理
」

 

宮
澤　

彰
氏
（
国
立
情
報
学
研
究
所
情
報
社
会
相
関
研
究
系
教
授
）

ユ
ニ
コ
ー
ド
の
成
立
ち

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
数
値
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
文
字
を
表
す
た
め
に
割
り
当
て
ら
れ
る
数
値

が
文
字
コ
ー
ド
で
す
。
世
界
に
は
、多
く
の
文
字
コ
ー
ド
の
集
合（
文

字
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
）
が
存
在
し
、
日
本
で
は
い
わ
ゆ
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
コ
ー

ド
が
広
く
使
わ
れ
、
韓
国
で
は
Ｋ
Ｓ
コ
ー
ド
、
中
国
で
は
Ｇ
Ｂ
コ
ー

ド
な
ど
、
各
国
で
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準
コ
ー
ド
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
使
用
し
て
開
発
さ
れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

他
の
言
語
の
文
字
が
使
え
な
か
っ
た
り
、
使
う
の
が
不
便
だ
っ
た
り

し
ま
す
。

   

一
九
八
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
世
界
中
の
文
字
を
包
含
し
た
標
準
的

な
文
字
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
を
作
ろ
う
と
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ

特 集 書 誌 調 整

＊ 　

現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
は
、

中
国
の
漢
字
（
簡
体
字
）、
韓
国
の
ハ
ン
グ
ル
な
ど
表
示
で

き
な
い
文
字
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
言
語
の
資
料

が
日
本
語
と
一
緒
に
検
索
で
き
ま
せ
ん
。
多
言
語
へ
の
対

応
を
目
指
し
て
、
多
言
語
対
応
の
文
字
コ
ー
ド
で
あ
る
ユ

ニ
コ
ー
ド
（U

nicode

）
の
成
立
ち
と
特
徴
、
シ
ス
テ
ム
化

に
あ
た
っ
て
の
管
理
方
法
、
問
題
点
等
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）
が
制
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
Ｕ
Ｃ

Ｓ
（U

niversal M
ulti-octet Character Code

）、
も
う
一
つ
が

民
間
で
考
え
ら
れ
た
ユ
ニ
コ
ー
ド
（U

nicode

）
で
す
。
両
者
の
考

え
方
に
は
か
な
り
違
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ

て
二
つ
を
一
体
化
す
る
動
き
が
あ
り
、
Ｕ
Ｃ
Ｓ
は
ユ
ニ
コ
ー
ド
と
基

本
的
に
同
じ
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
コ
ー
ド
の
特
徴

　

ユ
ニ
コ
ー
ド
の
特
徴
と
し
て
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
の

漢
字
を
、
同
じ
字
と
み
な
せ
ば
、
形
に
違
い
が
あ
っ
て
も
一
つ
の

コ
ー
ド
に
統
合
す
る
と
の
原
則
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
何

と
何
を
同
じ
と
す
る
か
の
統
合
（U

nification

）
の
ル
ー
ル
が
必
要

で
す
。
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
四
者
で
ル
ー
ル
作
り
を
行

い
、
一
九
九
一
年
に
二
万
九
〇
二
字
か
ら
な
る
最
初
の
統
合
漢
字
レ

パ
ー
ト
リ
が
完
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
数
多
く
の
字
体

を
持
つ
文
字
の
統
合
に
は
、
確
た
る
規
範
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

誰
も
が
認
め
る
ル
ー
ル
作
り
は
困
難
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

文
字
の
管
理

　

こ
の
問
題
は
、
多
く
の
文
字
を
持
つ
ユ
ニ
コ
ー
ド
を
実
際
に
使
う

場
合
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
書
誌
デ
ー
タ
の
中
で
、

「
高
」
と
「
髙
」
と
い
う
文
字
を
使
い
分
け
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
、

同
じ
文
字
と
し
て
扱
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
？　

混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
機
関
で
、
文
字
の
使

用
方
法
を
取
り
決
め
、文
字
セ
ッ
ト
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ユ
ニ
コ
ー
ド
を
採
用
し
た
国
立
情
報
学
研
究
所
の
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

例：左から中国（繁体字、簡体字）、日本、韓国、ベトナ
ムで使われている「紙」

-

Ｃ
Ａ
Ｔ
で
は
、
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

＊
正
規
化
…
文
字
コ
ー
ド
が
異
な
っ
て
も
、
一
つ
の
表
現
で
代
表
さ

せ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
格
納
す
る
。
た
と
え
ば
、
半
角
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
全

角
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
中
で
は
同
じ
コ
ー
ド
で
表
現
し
、
表

示
も
同
じ
に
す
る
。「
髙
」
は
「
高
」
と
し
て
扱
う
な
ど
。

＊
不
使
用
文
字
…
使
わ
な
い
文
字
を
決
め
る
。
た
と
え
ば
他
の
文
字

コ
ー
ド
に
な
い
記
号
、
㈱
、
㈲
、
㈳
、
✂
、
♘
、
♥
、
✎
、
☆
、
は

使
わ
な
い
な
ど
。

　

同
時
に
、
常
用
漢
字
、
旧
漢
字
、
繁
体
字
、
簡
体
字
等
の
漢
字
の

字
体
の
違
い
を
気
に
せ
ず
検
索
で
き
る
よ
う
に
、
異
体
字
を
関
係
づ

け
た
「
統
合
漢
字
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

多
言
語
対
応
へ
の
道

　

ユ
ニ
コ
ー
ド
の
採
用
は
、
多
言
語
対
応
へ
の
現
実
的
な
道
で
す

が
、
シ
ス
テ
ム
的
な
対
応
、
デ
ー
タ
の
移
行
、
ル
ー
ル
の
確
立
等
が

今
後
必
要
で
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
標
準
化
を
意
識
し
、
そ
の
た
め

の
活
動
に
加
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
国
立
国
会
図
書
館
の
課
題
と
い
え

ま
す
。

「
リ
ン
ク
す
る
書
誌
デ
ー
タ
」

 

神
崎
正
英
氏
（
ゼ
ノ
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
）

ISO/IEC 10646-1:2000
Information technology ： Universal Multiple-Octet Coded 
Character Set （UCS）

＊ 　

次
世
代
ウ
ェ
ブ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
ウ
ェ
ブ
（Sem

antic W
eb

）。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

デ
ー
タ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く
解
釈
さ
れ
、
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セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ブ
と
は
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ウ
ェ
ブ
（W

orld W
ide W

eb
）
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
文
書
を

結
び
つ
け
る
＝
リ
ン
ク
す
る
仕
組
み
で
す
。
そ
し
て
次
に
は
、
文

書
を
越
え
て
デ
ー
タ
、
概
念
、
人
、
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー

ス
を
結
び
つ
け
、
共
有
し
、
活
用
し
よ
う
と
の
発
想
か
ら
、
セ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ブ
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
の
開
発
者
で
セ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ブ
の
提
唱
者
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー
ズ
・
リ
ー
氏
は
、

そ
の
リ
ン
ク
の
広
が
り
を
、「
巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
ラ
フ
（
グ

ラ
フ
＝
つ
な
が
り
）」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
と
な
る
仕
組
み
に
は
以
下
が
あ
り
ま
す
。

＊
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（Resource D

escription Fram
ew
ork

）

　

リ
ソ
ー
ス
の
関
係
を
デ
ー
タ
と
し
て
記
述
す
る
モ
デ

ル
が
Ｒ
Ｄ
Ｆ
で
す
。
主
語
、
述
語
、
目
的
語
の
三
つ
の

単
純
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
デ
ー
タ
も
表

現
し
ま
す
。ま
た
、記
述
に
用
い
る
語
彙
を
定
義
し
ま
す
。

＊
Ｕ
Ｒ
Ｉ
（U

niform
 Resource Identifier

）

　

リ
ソ
ー
ス
を
識
別
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
Ｕ
Ｒ
Ｉ
で

す
。
リ
ソ
ー
ス
に
Ｕ
Ｒ
Ｉ
で
名
前
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
正
し
く
そ
の
リ
ソ
ー
ス
を
識
別
し
、
ま
た
、
領
域
や
組

織
の
境
界
を
越
え
て
リ
ン
ク
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
使
っ
て
、
情
報
処
理
の
た
め
の
言
語
、
さ
ま

ざ
ま
な
メ
タ
デ
ー
タ
が
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
メ
タ
デ
ー

タ
基
準
で
あ
る
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
（D

ublin Core

）
も
、
二
〇
〇
七

年
に
新
し
い
モ
デ
ル
で
あ
る
「
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
抽
象
モ
デ
ル
」
を
設

計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ブ
の
枠
組
み
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ

　

そ
れ
で
は
図
書
館
の
作
成
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
図
書
館
の
書
誌
デ
ー
タ
は
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
機
械
可
読
目
録
）
や

検
索
目
録
で
あ
る
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
、デ
ー
タ
の
交
換
、

資
料
の
検
索
と
い
っ
た
機
能
が
中
心
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

書
誌
デ
ー
タ
、
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
作
成
・
維
持
さ
れ
て
き
た
人
名

な
ど
の
典
拠
、
件
名
標
目
、
分
類
な
ど
図
書
館
の
実
績
の
あ
る
デ
ー

タ
が
、
ウ
ェ
ブ
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
、
た
と
え
ば
書
評
、
オ
ン

ラ
イ
ン
辞
書
な
ど
と
も
リ
ン
ク
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
つ
な

が
り
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
講
演
で
は
、
図
書
館
の
デ
ー
タ
を
Ｒ

Ｄ
Ｆ
、
Ｕ
Ｒ
Ｉ
を
使
用
し
て
表
現
す
る
た
め
の
実
例
を
い
く
つ
か
ご

紹
介
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
（
講
演
の
資
料
は
、神
崎
講
師
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.kanzaki.com

/w
orks/2008/pub/0117ndl.htm

l

）

（
書
誌
部
書
誌
調
整
課
）

特 集 書 誌 調 整

自
動
的
な
処
理
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
、
メ
タ
デ
ー
タ
の
モ

デ
ル
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
言
語
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
考
え
方
や
、
図
書
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
ど

の
よ
う
に
扱
い
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グローバルグラフ
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Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
国
内
刊
行
の
雑
誌
や
新
聞

な
ど
逐
次
刊
行
物
の
検
索
が
改
善
さ
れ
た
の
に
お
気

づ
き
で
す
か
？

　

書
誌
検
索
の
著
者
・
編
者
欄
で
「
東
京
メ
ト
ロ
」

と
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。検
索
結
果
を
み
る
と
、

検
索
語
の
「
東
京
メ
ト
ロ
」
だ
け
で
な
く
正
式
名
称

の
「
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
」
に
該
当
す
る
書
誌
情

報
を
持
つ
資
料
も
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
お
分
か

り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
著
者
・
編
者
か
ら

の
検
索
で
は
、刊
行
中
に
編
者（
編

者
の
表
示
が
な
い
場
合
は
出
版

者
）
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
変

更
前
、
変
更
後
ど
ち
ら
の
編
者
で

も
検
索
で
き
ま
す
。
例
え
ば
編
者

が
「
福
武
書
店
」
か
ら
「
ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
変
更

さ
れ
た
場
合
、「
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
福
武
書
店
」
の
ど
ち
ら
で
検

索
し
て
も
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
検
索
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
、
平
成
一
七
年
三
月
か
ら
順
次
始
め
て
い
る
書
誌

デ
ー
タ
と
編
者
な
ど
の
名
称
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
団

体
名
典
拠
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の
リ
ン
ク
作
業
や
、
そ

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
の
充
実
、
検
索
で
き
る
編

者
の
範
囲
を
拡
大
し
た
た
め
で
す
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
す
る
編
者
情
報
は
、
資
料

そ
の
も
の
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
得
て
い
ま

す
。
正
式
名
称
や
通
称
、
英
語
名
な
ど
、
編
者
団
体

の
名
称
に
関
す
る
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
名

異
団
体
が
存
在
す
る
と
き
に
ど
の
団
体
を
指
し
て
い

る
か
を
識
別
す
る
た
め
の
情
報
（
法
人
格
、
設
立
年

な
ど
）
も
あ
わ
せ
て
記
録
し
て
い
ま
す
。
探
し
た
情

報
の
中
か
ら
、
利
用
者
に
と
っ

て
便
利
で
汎
用
性
の
あ
る
情

報
を
記
録
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

検
索
で
き
る
編
者
を
創
刊

号
以
降
の
す
べ
て
の
編
者
に

拡
大
し
た
た
め
、
過
去
の
編
者

を
調
べ
に
書
庫
に
向
か
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
冊
一
冊
確

認
し
て
い
く
作
業
は
と
き
に

時
間
を
要
し
ま
す
が
、
創
刊
号
以
降
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
保
存
し
て
い
る
当
館
だ
か
ら
こ
そ
、
編
者
の

調
査
か
ら
書
誌
情
報
の
追
加
ま
で
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す
。
地
道
な
作
業
で
す
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
が
ど
こ
か
で
誰
か
の
検
索
に
役
立
つ
よ
う
に
、
引

き
続
き
デ
ー
タ
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

（
書
誌
部
逐
次
刊
行
物
課
整
理
係　

モ
コ
モ
コ
）

第
一
五
三
回

　
　
　
「
国
技
・
相
撲
」

 
―

近
代
以
降
の
事
件
と
名
力
士―

　

 

平
成
二
〇
年
四
月
一
七
日
（
木
）
か
ら　

 

六
月
一
七
日
（
火
）
ま
で　

 

於　

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前
（
東
京
本
館
）

　

日
本
の
国
技
と
呼
ば
れ
る
相
撲
。
そ
の
歴
史
は
長

く
、
古
く
は
『
日
本
書
紀
』
に
も
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
国
技
」
と
呼
ば
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
以
降
の

こ
と
で
す
。
西
欧
化
の
進
む
中
、「
蛮
風
」
と
さ
れ

存
亡
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
相
撲
は
、
制
度
の
改
善

や
国
技
館
の
設
立
等
を
経
て
近
代
的
な
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
の
形
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
近
現
代
の
相
撲
の
歩
み
を
、

「
事
件
」
と
「
ひ
と
」
の
二
つ
の
観
点
か
ら
取
り
上

げ
ま
す
。
相
撲
の
組
織
や
制
度
の
近
代
化
を
推
し
進

め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
力
士
の
処
遇
を
め
ぐ
る
事

件
や
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
よ
っ
て
誕
生
し
た

ス
タ
ー
力
士
た
ち
の
活
躍
を
通
し
て
、
今
や
日
本
を

代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
と
な
っ
た
相
撲
の
歴
史

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ
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一　

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
当
館
に
、
韓
国
国
会
図
書
館
の
代
表
団
を

迎
え
、
第
五
回
の
業
務
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。
代
表
団
は
、
イ
・

ジ
ン
ギ
ョ
ン
立
法
情
報
室
立
法
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
課
課
長
補
佐
と
ナ
・

ヘ
ス
ク
立
法
情
報
室
外
国
資
料
課
日
本
語
情
報
専
門
官
の
二
名
で
し

た
。

　

日
韓
両
国
の
国
会
図
書
館
に
と
っ
て
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
韓
国
で
は
、
議
員
立
法
の
急
増
を
背
景

に
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
に
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
機
能
を
持
つ
立
法

補
佐
機
関
「
立
法
調
査
処
」
が
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

韓
国
国
会
図
書
館
は
、
立
法
調
査
処
と
の
重
複
を
避
け
つ
つ
、
豊
富

な
資
料
と
外
国
語
能
力
を
生
か
し
た
、
図
書
館
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ

ス
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
国
で
は
、
国
会
事
務
局
等
の
改
革
論
議
の
中
で
、
国

会
の
調
査
を
担
う
組
織
と
し
て
調
査
部
門
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
調
査
及
び
立
法
考
査
局
は
、
二
〇
〇
五
年
に
策
定
し
た
「
国

会
サ
ー
ビ
ス
の
指
針
」
の
も
と
、「
立
法
府
の
ブ
レ
ー
ン
」
と
し
て
、

ま
た
「
議
員
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
十
分
な
機
能
を

発
揮
す
べ
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
業
務
交
流
で
は
、
電
子
情
報
と
海
外
立
法
情
報
の
提
供
を

テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
お
互
い
の
経
験
か
ら
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
ヒ
ン

ト
を
得
た
い
と
の
気
持
ち
か
ら
、
以
前
に
も
増
し
て
報
告
者
・
参
加

者
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
以
下
で
は
、
日
韓

両
代
表
が
報
告
を
行
っ
た
業
務
交
流
Ⅰ
・
Ⅱ
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

二　

業
務
交
流
Ⅰ　

電
子
情
報
の
収
集
及
び
議
会
へ
の
提
供

「
事
実
情
報
中
心
の
立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス―

「
政
策
沿
革
情
報
」

と
「
立
法
情
報
室
ｅ-

Ⅰ
Ｎ
Ｆ
Ｏ 

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
」―

」

　

イ
・
ジ
ン
ギ
ョ
ン
課
長
補
佐

 

（
立
法
情
報
室
立
法
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
課
）

　

韓
国
の
国
会
議
員
が
求
め
る
「
立
法
情

報
」
の
う
ち
、
約
半
数
は
、「
事
実
情
報
」

が
占
め
て
い
る
。
こ
れ
を
、
多
忙
な
議
員

に
も
活
用
し
や
す
い
形
で
電
子
化
す
る
に

は
、
体
系
化
と
速
報
性
が
重
要
で
あ
る
。

　

体
系
化
に
力
点
を
置
い
て
提
供
し
て
い
る
の
が
、「
政
策
沿
革
情

報
」で
あ
る
。
こ
れ
は
、主
要
な
国
政
課
題
に
つ
い
て
、政
策
の
立
案
、

決
定
、
執
行
、
評
価
の
各
段
階
で
作
ら
れ
た
客
観
的
な
資
料
を
整
理

し
、
解
説
を
付
け
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
国
会
会
議
録
、
予
算

第
五
回
韓
国
国
会
図
書
館
と
の
業
務
交
流
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資
料
、
各
界
の
政
策
提
言
、
新
聞
記
事

等
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
関
連
政
府
機

関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
原
文
の
あ
る
資
料
へ
の
リ
ン
ク

も
付
し
て
い
る
の
で
、
ひ
と
目
で
、
求

め
る
資
料
の
あ
り
か
が
わ
か
る
。「
政

策
沿
革
情
報
」
は
、
委
員
会
審
議
の
基

礎
資
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
速
報
性
を
重
視
し
た
も
の
が

「
立
法
情
報
室
ｅ-

Ⅰ
Ｎ
Ｆ
Ｏ 
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国

会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
国
会
関
係
者
向
け
の
週
二
回
の
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
主
要
な
国
政

課
題
に
つ
い
て
関
連
資
料
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
各
号
は
、①
国
政
課
題（
二

件
）
②
外
国
法
翻
訳
情
報
（
一
〜
二

件
）
③
政
府
の
政
策
資
料
（
四
〜
五

件
）
④
書
籍
の
紹
介
（
二
〜
三
冊
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
収
集
と
議
会
へ
の
提
供
」

　

南
亮
一
課
長
補
佐

 

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
）

　

当
館
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
収
集
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版
物

の
納
入
を
目
的
と
し
た
二
〇
〇
〇
年
の
国
立
国
会
図
書
館
法
の
改
正

か
ら
始
ま
る
。
以
後
、
当
館
は
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
と
収
集
範
囲
を
広
げ
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
選
択
的
蓄
積
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
も
本
格
実

施
し
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
当
館
蔵
書
、
国
会
会
議
録
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局

の
各
種
刊
行
物
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
日
本

法
令
索
引
と
い
っ
た
二
次
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

国
会
議
員
へ
の
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
調
査
及
び
立
法
考

査
局
は
、
国
会
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
調
査
の
窓
」
を
開
設
し
、
こ

れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
、
よ
り
使
い
や
す
い
形
で
提
供
す
る
こ
と

に
努
め
て
い
る
。
現
在
、
国
会
議
員
へ
の
要
望
調
査
の
結
果
を
ふ
ま

え
て
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
っ
て
お
り
、
新
年
度
か
ら
は
、
議
員
会

館
内
の
各
事
務
所
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
可
能
と
な
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
横
断
検
索
機
能
も
さ
ら
に
充

実
す
る
。

　

報
告
後
の
質
疑
で
は
、
作
成
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
立
性
・
客
観
性
の

確
保
や
、コ
ン
テ
ン
ツ
公
開
の
範
囲
等
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

韓
国
側
の
「
政
策
沿
革
情
報
」
は
、
多
岐
に
わ
た
る
国
政
課
題
を
、

司
書
六
名
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
実
際
の
作
成
プ
ロ
セ

ス
や
業
務
分
担
に
日
本
側
の
関
心
が
集
ま
っ
た
。

政策沿革情報

立法情報室ｅ-INFO POST
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三　

業
務
交
流
Ⅱ　

海
外
立
法
情
報
の
議
会
へ
の
提
供

「
韓
国
国
会
外
国
語
資
料
支
援
組
織
の
沿
革
と
国
会
へ
の
サ
ー
ビ
ス

に
関
し
て
」

 

ナ
・
ヘ
ス
ク
日
本
語
情
報
専
門
官
（
立
法
情
報
室
外
国
資
料
課
）

　

韓
国
国
会
図
書
館
で
は
、
一
九
七
三

年
の
国
会
図
書
館
海
外
資
料
局
の
開
設
以

降
、
外
国
語
資
料
を
活
用
し
た
立
法
活
動

の
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

立
法
情
報
室
の
専
門
官
一
〇
名
が
こ
の
仕

事
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
業
務
は
、
①
議
員
の
求
め
に
応
じ
て
、

外
国
の
法
律
情
報
を
調
査
・
翻
訳
す
る
こ
と
、
②
予
め
国
政
審
議
に

役
立
つ
と
思
わ
れ
る
外
国
の
法
律
情
報
を
翻
訳
し
て
、
資
料
集
等
の

形
で
議
員
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

近
年
は
、
議
員
立
法
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
会
議
員
か

ら
の
調
査
依
頼
も
急
増
し
て
お
り
、
本
年
度
一
〇
月
ま
で
の
依
頼
数

は
七
六
一
件
で
、
す
で
に
前
年
度
の

依
頼
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
各
国
語

の
専
門
官
は
、
こ
れ
ら
に
迅
速
に
回

答
す
る
と
と
も
に
、
法
律
情
報
等
の

発
信
に
も
努
め
て
い
る
。
主
要
国
の

法
律
制
定
・
改
正
情
報
の
概
要
を
翻

訳
し
、原
文
と
と
も
に
掲
載
す
る「
最

新
外
国
法
律
便
り
」
や
、
外
国
の
新
聞

紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
韓
国
関
連
記
事
、

政
治
・
経
済
分
野
の
主
要
記
事
を
翻
訳

し
た
「
一
日
外
国
新
聞
情
報
」
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
議
員
に
提
供
さ

れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

「
国
会
へ
の
海
外
立
法
情
報
の
提
供―

海
外
立
法
情
報
調
査
室
・
課

の
業
務
を
中
心
と
し
て―

」

 

岡
久
慶
主
査
（
海
外
立
法
情
報
課
）

　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
に
寄
せ
ら
れ
る
調
査
依
頼
の
う
ち
、
約
三

割
は
外
国
情
報
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
依
頼
に
対

し
て
、
各
主
題
に
対
応
す
る
調
査
室
・
課
は
、
法
令
制
定
の
背
景
事

情
、日
本
と
の
制
度
比
較
等
も
含
め
て
調
査
し
、回
答
し
て
い
る
。
一

方
、
海
外
立
法
情
報
調
査
室
・
課
は
、
主
題
を
問
わ
ず
、
広
く
外
国

の
立
法
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
法
令
本
文
の
翻
訳
と
あ
わ
せ
て

紹
介
し
、
国
会
議
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

　

法
令
翻
訳
・
解
説
記
事
の
う
ち
お
も
な
も
の
は
、
調
査
及
び
立
法

考
査
局
の
季
刊
誌
『
外
国
の
立
法
』
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
そ
の
他
の

短
信
記
事
と
と
も
に
、国
会
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

調
査
テ
ー
マ
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
外
国
の
立
法
動
向
へ
の

目
配
り
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の
国
政
審
議
に
役
立
つ
か
ど
う
か
の

視
点
も
欠
か
せ
な
い
。
近
年
、『
外
国
の
立
法
』
で
は
、
テ
ロ
対
策
、

外
国
人
問
題
等
の
特
集
を
組
み
、
各
国
の
制
度
・
動
向
を
比
較
し
や

最新外国法律便り

一日外国新聞情報
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す
く
し
て
い
る
。

　

な
お
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
に
は
、
調
査
員
の
自
主
参
加
に
よ

る
外
国
法
研
究
会
が
あ
り
、
外
国
法
翻
訳
に
つ
い
て
情
報
交
換
と
修

練
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

両
報
告
を
受
け
、
翻
訳
原
稿
の
査
読
体
制
、
日
本
情
報
と
し
て

取
り
上
げ
た
ト
ピ
ッ
ク
等
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
た
。
韓
国
側
に

は
、
各
国
語
の
専
門
官
が
外
国
法
翻
訳
上
の
疑
問
等
を
相
談
で
き
る

場
が
な
い
こ
と
か
ら
、
外
国
法
研
究
会
を
参
考
に
し
た
い
と
の
発
言

も
あ
っ
た
。

四　

所
感

　

多
忙
な
国
会
議
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
国
政
課
題
に
関
す
る

情
報
提
供
要
求
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
応
え
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
韓
両
国
の
報
告
で
は
、
膨
大
か
つ
多
様
な

情
報
を
、
国
会
議
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
整
理
・
体
系
化
し
、
ま

た
、
検
索
手
段
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供

す
る
様
々
な
工
夫
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
者
と
会
場
の
や
り
取
り

か
ら
は
、
互
い
の
業
務
改
善
の
参
考
と
な
る
知
見
が
数
多
く
得
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
豊
富
な
資
料
群
と
数
多
く
の
外
国
語
を
扱
っ
て

き
た
経
験
を
生
か
し
、
国
会
図
書
館
な
ら
で
は
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
た
い
と
の
気
概
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
回
の
報
告
会
の
後
、
イ
課
長
補
佐
は
議
会
官
庁
資
料
課
、
ナ
専

門
官
は
海
外
立
法
情
報
課
で
職
員
と
懇
談
し
、
調
査
・
資
料
検
索
の

手
法
、
調
査
成
果
の
発
信
方
法
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
朝
鮮
総
督
府
時
代
の
官
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
検
索
方

法
に
つ
い
て
知
恵
を
絞
っ
た
り
、
外
国
法
翻
訳
の
苦
労
話
を
披
露
し

あ
っ
た
り
と
い
う
場
は
、両
国
ス
タ
ッ
フ
の
距
離
を
近
づ
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
業
務
交
流
は
、
国
情
こ
そ
違
い
ま
す
が
、
隣
国
に
も
同
じ

よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
に
奮
闘
し
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
が
い
る
こ
と
を
、
心
強
く
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

短
期
間
の
交
流
で
し
た
が
、帰
国
後
も
、お
互
い
に
近
況
を
伝
え
合
い
、

情
報
交
換
を
す
る
と
い
う
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

五
回
を
数
え
た
韓
国
国
会
図
書
館
と
の
業
務
交
流
は
、
両
館
の
国

会
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
韓
国
国
会
図
書

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
）

業務交流のおもな日程

11日　館長表敬、館内見学
　　　 調査及び立法考査局の業

務説明

12日　業務交流Ⅰ
　　　 国会議事堂・国会分館見

学
　　　参議院調査室の業務説明

13日　業務交流Ⅱ
　　　 調査及び立法考査局職員

との懇談
　　　資料保存課見学

14日　 今後の業務交流に関する
協議

　　　 早稲田大学中央図書館、
東京都議会見学

15日　国際子ども図書館見学
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平
成
二
〇
年
度
は
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
、
Ⅲ

種
の
各
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

〔
組
織
と
業
務
〕

　

初
め
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
組
織
と
業
務
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
い
た
し
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
、
国
立
国
会

図
書
館
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
立
法
府
で
あ
る
国
会
に
属
し
て

い
ま
す
。
東
京
本
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
）、
関
西
館
（
京

都
府
相
楽
郡
精
華
町
）、
国
際
子
ど
も
図
書
館
（
東
京
都
台
東
区
上

野
公
園
）の
三
施
設
が
一
体
と
な
っ
て
業
務
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
職
員
定
数
は
九
二
三
名
で
す
。
職
員
の
身
分
は
、
国
会
職
員

（
特
別
職
国
家
公
務
員
）
で
す
。

　

当
館
の
業
務
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

第
一
に
、
調
査
業
務
で
す
。
立
法
府
に
属
す
る
「
国
会
図
書
館
」

と
し
て
、
国
会
議
員
の
立
法
活
動
を
補
佐
し
ま
す
。
調
査
及
び
立
法

考
査
局
が
中
心
と
な
り
、国
会
議
員
そ
の
他
国
会
関
係
者
に
対
し
て
、

法
案
等
の
分
析
・
評
価
、
国
政
審
議
に
係
る
政
治
、
経
済
、
社
会
各

般
の
調
査
、
資
料
提
供
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
司
書
業
務
で
す
。
日
本
で
唯
一
の
「
国
立
図
書
館
」
と

し
て
、
内
外
の
膨
大
な
資
料
を
収
集
、
整
理
、
保
存
し
、
後
世
に
伝

え
る
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
収
集
し
た
資
料
を
も
と
に
目
録
、
書

誌
、
索
引
を
作
成
し
公
開
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

し
、
行
政
・
司
法
の
各
部
門
お
よ
び
一
般
公
衆
に
対
す
る
閲
覧
、
資

料
提
供
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
幅
広
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
内
外
の
図
書
館
と
の
協
力
活
動
を
行
い
ま
す
。
司
書
業

務
は
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
一
部
、
収
集
部
、
書
誌
部
、
資
料

提
供
部
、
主
題
情
報
部
、
関
西
館
（
総
務
課
を
除
く
）、
国
際
子
ど

も
図
書
館
、
支
部
東
洋
文
庫
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
一
般
事
務
で
す
。
調
査
業
務
や
司
書
業
務
を
円
滑
に
遂

行
さ
せ
る
た
め
の
業
務
で
す
。主
に
総
務
部
、関
西
館
総
務
課
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
施
設
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
本
館
は
、
国
会
議
事
堂
の
隣
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
国
立
国

会
図
書
館
全
体
の
統
括
、
国
内
外
の
図
書
館
と
の
連
携
協
力
の
企
画

立
案
な
ど
を
行
い
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
・
司
法
各
機
関
へ
の
サ
ー

ビ
ス
、
専
門
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
納

本
制
度
等
に
よ
る
資
料
の
収
集
、
全
国
書
誌
（
我
が
国
の
出
版
物
の

記
録
）
の
作
成
を
行
い
、
資
料
の
利
用
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
位
置
す
る
関
西
館
は
、
ア
ジ
ア
情
報

平
成
二
〇
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
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の
提
供
、
来
館
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
文
献
提
供
サ
ー

ビ
ス
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、
図
書
館
協
力
等
、
情
報
化
社
会
の

進
展
の
中
で
よ
り
高
度
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
内
外
の
児
童
書
お
よ
び
関
連
資
料
を
広

範
に
収
集
し
、
電
子
図
書
館
機
能
を
活
用
し
て
児
童
書
の
情
報
提
供

を
行
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
子
ど
も
の
読
書
環
境
お
よ

び
情
報
提
供
環
境
の
向
上
の
た
め
、
内
外
の
図
書
館
お
よ
び
研
究
者

へ
の
支
援
と
子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
平
成
一
九
年
度
採
用
試
験
か
ら
の
お
も
な
変
更
点
〕

　

平
成
二
〇
年
度
の
職
員
採
用
試
験
で
の
、
お
も
な
変
更
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

（
１
）
Ⅰ
種
特
例
制
度
の
新
設

　

Ⅰ
種
試
験
に
特
例
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
特
例
制
度
と
は
、
Ⅰ
種

試
験
不
合
格
と
な
っ
た
場
合
に
、
Ⅱ
種
試
験
の
受
験
者
と
し
て
の
取

扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
Ⅰ
種
試
験
の
受
験
申
込

み
の
際
に
「
特
例
」
を
希
望
し
、
Ⅰ
種
試
験
の
各
試
験
種
目
を
有
効

に
受
験
す
る
と
（
欠
席
ま
た
は
棄
権
し
た
場
合
に
は
こ
の
特
例
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
）、
Ⅰ
種
試
験
の
第
一
次
試
験
に
お
い
て
不
合
格
と

な
っ
た
場
合
に
は
Ⅱ
種
試
験
の
第
一
次
試
験
の
、
Ⅰ
種
試
験
の
第
二

次
試
験
に
お
い
て
不
合
格
と
な
っ
た
場
合
に
は
Ⅱ
種
試
験
の
第
二
次

試
験
の
、
Ⅰ
種
試
験
の
第
三
次
試
験
に
お
い
て
不
合
格
に
な
っ
た
場

合
に
は
Ⅱ
種
試
験
の
第
三
次
試
験
の
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
な
受
験
者
と

し
て
扱
わ
れ
、
改
め
て
Ⅱ
種
試
験
受
験
者
と
し
て
の
合
否
判
定
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
例
の
希
望
の
有
無
が
合
否
に
影
響
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
採
用
時
や
採
用
後
に
有
利
ま
た
は
不
利
に
扱
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
（
２
）
Ⅰ
種
Ⅱ
種
試
験
の
第
一
次
試
験
日
程

　

Ⅰ
種
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験
の
第
一
次
試
験
の
試
験
日
を
、
二
週
間
程

度
繰
り
下
げ
ま
す
。
最
終
合
格
者
発
表
の
時
期
は
、
平
成
一
九
年
度

と
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

試
験
の
日
程
は
、
平
成
二
〇
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試

験
要
領
（
概
略
）（
二
八
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
３
）
Ⅲ
種
（
技
術
）
試
験

　

Ⅲ
種
（
技
術
）
試
験
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

〔
よ
く
あ
る
質
問
〕

　

最
後
に
、
職
員
採
用
試
験
に
関
し
て
毎
年
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問

に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

新
規
職
員
の
採
用
者
数
は
、
基
本
的
に
欠
員
補
充
の
形
を
取
る
た

め
毎
年
異
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
平
成
二
〇
年
四
月
の
採
用
予
定

者
数
は
、
Ⅰ
種
一
名
、
Ⅱ
種
二
一
名
、
Ⅲ
種
一
名
、
Ⅲ
種
（
技
術
）
二

名
で
す
。

　

採
用
後
は
、
国
立
国
会
図
書
館
職
員
と
し
て
一
つ
の
施
設
・
業
務

に
と
ど
ま
ら
ず
、
施
設
や
部
局
の
間
を
異
動
し
、
広
く
様
々
な
業
務

を
経
験
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
の
請
求
な
ら
び
に
試
験
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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〒
一
〇
〇
‐
八
九
二
四

　

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
‐
一
〇
‐
一

　
　

国
立
国
会
図
書
館
総
務
部
人
事
課
任
用
係

　
　

電
話　

〇
三
（
三
五
〇
六
）
三
三
一
五
（
直
通
）

　
　

○
三
（
三
五
八
一
）
二
三
三
一
（
代
表
）
内
線　

二
○
四
二
○

　
　

電
子
メ
ー
ル　

saiyo@
ndl.go.jp

平
成
二
〇
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験
要
領（
概
略
）

一　

試
験
の
種
類

　
　

国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
、Ⅱ
種
試
験
お
よ
び
Ⅲ
種
試
験

二　

職
務
内
容

　
　

調
査
業
務
、
司
書
業
務
、
一
般
事
務
等
の
館
務

三　

採
用
予
定
人
数

　
　

Ⅰ
種　

若
干
名

　
　

Ⅱ
種　

若
干
名

　
　

Ⅲ
種　

若
干
名

　
　四　

官
署
お
よ
び
勤
務
地

　
　

東
京　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館

 

（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
‐
一
〇
‐
一
）

　
　
　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館

 

（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
一
二
‐
四
九
）

　
　

京
都　

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館

 

（
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
八
‐
一
‐
三
）

　

い
ず
れ
の
官
署
の
職
員
も
、
国
立
国
会
図
書
館
職
員
と
し
て
、
こ
の
採

用
試
験
に
よ
り
採
用
し
ま
す
。
三
官
署
が
国
立
国
会
図
書
館
と
し
て
一
体
と

な
っ
た
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
官
署
間
の
異
動
、
東
京
と
京
都
の

間
の
転
勤
が
あ
り
ま
す
。

五　

受
験
資
格

１ 　

Ⅰ
種
試
験　

ア 

昭
和
五
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者　

イ 

昭
和
六
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
次
に
掲
げ
る
も
の　
ａ　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま

た
は
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者　

ｂ　

館
長
が
ａ

に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２ 　

Ⅱ
種
試
験　

ア 

昭
和
五
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者　

イ 

昭
和
六
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
次
に
掲
げ
る
も
の　
ａ　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま

た
は
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者　

ｂ　

学
校
教
育

法
に
よ
る
短
期
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平

成
二
一
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者　
ｃ　

館
長
が
ａ
ま
た
は

ｂ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

３ 　

Ⅲ
種
試
験　

昭
和
六
〇
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の　

ア 

最
終
学
歴
が
学
校
教
育
法
に
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よ
る
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
短
期
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校

を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（
た
だ
し
、
大
学
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
お
よ
び
平
成
二
一
年
三

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
を
除
く
）　

イ 

館
長
が
ア
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　

た
だ
し
、
右
記
１
〜
３
と
も
、
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
お
よ
び
国
会

職
員
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
国
会
職
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

六　

試
験
の
期
日

　

１　

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

　
　
　
（
一
） 

第
一
次
試
験　

五
月
三
一
日（
土
）（
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
も
共
通
）

　
　
　
（
二
）
第
二
次
試
験

　
　
　
　
　

○
六
月
二
八
日（
土
）（
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
も
共
通
）

　
　
　
　
　

○ 

七
月
二
日（
水
）か
ら
七
月
四
日（
金
）ま
で
の
う
ち
指
定
す
る

日（
Ⅰ
種
の
み
）

　
　
　
　
　

○ 

七
月
三
日（
木
）、七
月
四
日（
金
）、七
月
七
日（
月
）か
ら
七
月
一
一

日（
金
）ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
日（
Ⅱ
種
の
み
）

　
　
　
（
三
） 

第
三
次
試
験

　
　
　
　
　

○
七
月
二
九
日（
火
）（
Ⅰ
種
の
み
）

　
　
　
　
　

○ 

七
月
三
〇
日（
水
）、
七
月
三
一
日（
木
）の
う
ち
指
定
す
る
日

（
Ⅱ
種
の
み
）

　

２　

Ⅲ
種
試
験

　
　
　
（
一
） 

第
一
次
試
験　

九
月
二
七
日（
土
）

　
　
　
（
二
） 

第
二
次
試
験　

一
〇
月
二
七
日（
月
）

七　

最
終
合
格
者
発
表

　

１　

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

　
　
　

八
月
六
日（
水
）

　

２　

Ⅲ
種
試
験

　
　
　

一
〇
月
三
一
日（
金
）

八　

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
の
配
布

　

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
は
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
お
よ
び

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
で
の
請
求
は
東
京
本
館
で

の
み
受
け
付
け
ま
す
。
封
筒
の
表
に
希
望
す
る
試
験
の
種
類
（「
Ⅰ
種
・
Ⅱ

種
請
求
」
ま
た
は
「
Ⅲ
種
請
求
」）
を
朱
書
し
、
返
信
用
封
筒
（
角
型
二
号
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
用
封
筒
に
は
、
あ
て
先
お
よ
び
郵
便
番
号
を

記
入
し
、
郵
便
切
手
（
一
四
〇
円
）
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

九　

受
験
申
込
み
の
受
付
期
間

　

１　

Ⅰ
種
試
験
お
よ
び
Ⅱ
種
試
験

　
　
　

四
月
七
日（
月
）か
ら
四
月
二
四
日（
木
）（
消
印
有
効
）ま
で

　

２　

Ⅲ
種
試
験

　
　
　

八
月
二
五
日（
月
）か
ら
九
月
五
日（
金
）（
消
印
有
効
）
ま
で

　

採
用
情
報
に
関
す
る
詳
細
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.ndl.go.jp/

）
の
「
採
用
情
報
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ｎ 

Ｈ
Ｋ
日
曜
美
術
館
30
年
展　

名
品
と
映
像

で
た
ど
る
、
と
っ
て
お
き
の
美
術
案
内　

Ｎ

Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編
・
刊
（
〒

150-
0047
渋
谷
区
神
山
町
五
番
五
号
）
二
〇
〇
六

　

三
〇
三
頁　

二
九
・
七
×
二
二
・
三

 

（K
16-H

929

）

　
「
そ
し
て
、
素
晴
し
い
言
葉
を
得
た
と
き
、
作
品

は
さ
ら
な
る
価
値
を
得
て
新
た
に
輝
き
を
増
す
の
で

し
た
。」（
本
書
よ
り
）

　
「
日
曜
美
術
館
」
は
、
一
九
七
六
年
四
月
に
テ
レ
ビ

放
送
を
開
始
し
た
美
術
番
組
で
あ
る
。「
新
日
曜
美
術

館
」
と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
放

送
回
数
は
一
六
〇
〇
回
を
超
え
る
。
そ
の
魅
力
は
、
美

術
作
品
に
つ
い
て
単
に
解
説
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
毎

回
様
々
な
ゲ
ス
ト
が
登
場
し
、
作
品
や
作
家
に
対
す

る
想
い
や
独
自
の
解
釈
を
、
自
身
の
言
葉
で
語
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
画
面
の
こ
ち
ら
側
で
、
私
た
ち
は
作
品

の
鑑
賞
を
楽
し
み
、
ゲ
ス
ト
の
言
葉
を
楽
し
み
、
そ

し
て
ま
た
、
そ
の
言
葉
で
語
ら
れ
た
作
品
を
楽
し
む
。

　

こ
の
番
組
の
放
送
開
始
三
〇
周
年
を
記
念
し
、
過

去
の
放
送
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
と
、
ゲ
ス
ト
が

語
る
様
子
や
作
家
の
制
作
風
景
な
ど
を
収
め
た
映
像

と
を
併
せ
て
紹
介
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本

書
は
そ
の
展
覧
会
の
図
録
で
あ
る
。
通
常
、
図
録
の

主
役
は
作
品
そ
の
も
の
だ
が
、
本
書
は
番
組
の
魅
力

そ
の
ま
ま
に
、
作
品
を
語
る
言
葉
の
力
を
強
く
感
じ

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

　

第
一
章
「
夢
の
美
術
案
内―

著
名
な
文
化
人
が
語

る
珠
玉
の
美
術
案
内
」
で
は
、
例
え
ば
、
今
東
光
が

関
根
正
二
を
、
武
満
徹
が
ル
ド
ン
を
、
池
波
正
太
郎

が
ル
ノ
ワ
ー
ル
を
語
る
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
の
力
に

よ
っ
て
新
た
な
感
慨
と
輝
き
を
伴
い
姿
を
現
し
た
作

品
の
世
界
へ
と
、
私
た
ち
を
案
内
し
て
く
れ
る
。
手
塚

治
虫
が
、
擬
人
化
さ
れ
た
動
物
達
が
飛
び
跳
ね
る
「
鳥

獣
戯
画
」
の
描
写
手
法
に
つ
い
て
、
現
代
漫
画
と
比
較

し
つ
つ
、「
何
百
年
か
前
に
も
う
全
部
や
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
打
撃
を
受
け
た
ん
で
す
。」
と
語
れ
ば
、
気

炎
を
あ
げ
る
蛙
の
口
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
煙
が
、
漫

画
の
吹
き
出
し
の
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
「
作
家
が
作
家
を
語
る―

交
友
関
係
や
師

弟
関
係
の
あ
る
作
家
が
語
る
美
術
案
内
」
で
は
、
作

家
同
士
な
ら
で
は
の
視
点
に
よ
る
言
葉
が
新
鮮
で
あ

る
。
お
互
い
に
国
際
的
な
版
画
家
で
あ
り
な
が
ら
、

池
田
満
寿
夫
が
棟
方
志
功
に
つ
い
て
「
志
功
自
身
が

神
様
な
ん
で
す
よ
。」
と
語
る
の
も
、
同
じ
高
み
を

共
有
す
れ
ば
こ
そ
か
と
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
巻
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
番
組
司
会
者

や
制
作
者
に
よ
る
座
談
会
か
ら
は
、
放
送
の
舞
台
裏

を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
よ
り
、「
本
来
、

絵
は
見
る
も
の
で
は
あ
る
が
、あ
え
て
、言
葉
で
語
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
挑
戦
し
て
き
た
」
と
い
う
、
三
〇

年
も
の
あ
い
だ
番
組
を
支
え
て
き
た
制
作
者
側
の
熱

意
が
胸
に
響
く
。
彼
ら
の
言
葉
も
ま
た
、
作
品
を
別

の
角
度
か
ら
照
ら
し
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
放
送
で
も
展
示
で
も
な
い
図
録
と
い

う
形
態
を
生
か
し
、
作
品
と
と
も
に
語
ら
れ
る
言
葉

を
じ
っ
く
り
と
楽
し
み
た
い
。
そ
し
て
い
つ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
と
対
面
す
る
日
を
心
待
ち
に
し
た
い
。

（
佐さ

藤と
う　

菜な

緒お

惠え

）

������
国立国会図書館は、法律
によって定められた納本
制度により、日本国内の
出版物を広く収集してい
ます。このコーナーでは、
主として取次店を通さな
い国内出版物を取り上げ
て、ご紹介します。
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福 
岡
ミ
ス
テ
リ
ー
案
内　

赤
煉
瓦
事
件
簿　

福
岡
市
文
学
館
企
画
展　

福
岡
市
総
合
図
書

館
文
学
・
文
書
課
編
・
刊
（
〒
814-
0001
福
岡
市

早
良
区
百
道
浜
三
丁
目
）　

二
〇
〇
六
・
一
二

　

一
〇
〇
頁　

Ａ
４ 

（K
G381-H

168

）

　

福
岡
市
文
学
館
が
主
催
し
た
同
名
の
展
覧
会
の
図

録
で
あ
る
。
福
岡
市
ゆ
か
り
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
や

作
家
の
紹
介
、
福
岡
出
身
の
人
気
作
家
乙
一
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
小
説
で
扱
わ
れ
た
実
在
の
事
件
な
ど
多

彩
な
内
容
に
加
え
、
巻
末
の
関
連
作
家
一
覧
と
著
書

年
譜
に
は
数
百
冊
も
の
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

中
央
警
察
署
管
内
で
起
き
た
事
件
、
中
洲
で
起
き

た
事
件
、
犯
人
が
地
下
鉄
を
使
っ
た
事
件
、
博
多
港

を
使
っ
た
事
件
、
ラ
ー
メ
ン
が
呼
ん
だ
事
件
、
梅
が

枝
餅
に
よ
っ
て
展
開
が
変
わ
っ
た
事
件
…
。
こ
れ
ら

を
、
警
察
管
区
別
、
作
家
別
、「
経
済
」
や
「
観
光
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
別
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。
よ
く

も
こ
れ
だ
け
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
タ

イ
ト
ル
だ
け
で
福
岡
と
わ
か
る
小
説
は
一
部
で
あ

り
、
福
岡
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
な
ど
を
手
が
か
り

と
し
て
丹
念
に
読
み
込
ん
で
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
取

り
上
げ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
福
岡
に
関
す
る

場
面
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
す
じ
や
作
品
が
書
か
れ

た
背
景
な
ど
も
説
明
さ
れ
て
お
り
、
福
岡
に
縁
の
な

い
ミ
ス
テ
リ
ー
フ
ァ
ン
に
も
楽
し
め
る
構
成
と
な
っ

て
い
る
。

　

あ
る
土
地
に
ま
つ
わ
る
文
学
作
品
や
文
学
者
を
紹

介
し
た
本
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
な
い
。
試
し
に
、

当
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
件
名
に
「（
任
意
の
地
名
）　

文

学
」
と
入
力
し
て
検
索
し
て
も
ら
い
た
い
。
か
な
り

の
本
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
本
は
、
な
に
し
ろ
「
ミ
ス
テ
リ
ー
」

で
あ
る
。
県
や
市
が
主
催
す
る
文
学
に
関
す
る
展
覧

会
と
い
う
と
、
純
文
学
で
あ
る
と
か
古
い
時
代
の
大

衆
文
学
で
あ
る
と
か
、
評
価
の
定
ま
っ
た
も
の
が
中

心
で
、
幅
広
い
層
の
興
味
関
心
を
ひ
く
の
は
難
し
く

な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
読
者
層
の
広
い
ミ

ス
テ
リ
ー
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
、
多
く
の

人
が
気
楽
に
楽
し
め
た
の
で
は
な
い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、ミ
ス
テ
リ
ー
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、

「
人
気
が
あ
る
」
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ミ
ス
テ

リ
ー
と
い
う
も
の
は
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
小
説
に
比

べ
て
、
現
実
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
描
写
が
具
体
的

に
な
る
。
地
名
や
電
車
名
、
と
き
に
は
実
在
の
建
物

な
ど
も
使
い
、
土
地
の
人
々
の
人
間
模
様
が
描
か
れ

る
。
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
こ
そ
が
ミ
ス
テ
リ
ー
の
生
命

線
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。展
覧
会
の
意
図
が「
福

岡
に
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

こ
と
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
ジ
ャ
ン
ル
は

な
い
の
だ
。

　

ま
た
、
取
り
上
げ
て
い
る
作
品
の
時
代
の
幅
が

広
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
展
覧
会
は
二
〇
〇
六

年
一
二
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
の
だ
が
、
最
も
新
し
い

と
こ
ろ
で
は
二
〇
〇
六
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
作
品

に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
よ
う
な
、
古
い

作
品
を
中
心
と
し
た
展
示
で
は
、「
こ
の
作
品
は
だ

い
た
い
こ
の
あ
た
り
を
描
い
て
い
る
」「
昔
の
町
は

こ
う
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
解
説
し
か
で
き
な
か
っ
た

が
、同
時
代
を
リ
ア
ル
に
描
写
す
る
ミ
ス
テ
リ
ー
を
、

し
か
も
幅
広
い
年
代
の
も
の
を
扱
う
こ
と
で
、
過

去
か
ら
現
在
ま
で
の
福
岡
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の

だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
際
に
は

高
い
壁
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
け
な

ら
ま
だ
し
も
、
小
説
の
元
ネ
タ
と
な
っ
た
、
過
去
に

実
際
に
起
こ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
も
詳
し
く
書
い
て

あ
り
、「
不
謹
慎
だ
」「
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な
る
」

と
い
っ
た
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で

も
な
お
、
こ
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
福
岡
市
の
「
福
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岡
を
文
学
で
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
い
う
熱
意
が
感
じ

ら
れ
る
本
で
あ
る
。

　

本
書
を
携
え
て
福
岡
を
歩
い
て
み
よ
う
。
そ
の
場

所
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
作
者
は
な
ぜ
そ
の
場
を

選
ん
だ
の
か
、何
を
描
き
た
か
っ
た
の
か
。こ
う
い
っ

た
こ
と
を
考
え
な
が
ら
歩
け
ば
、
今
ま
で
と
は
違
う

福
岡
が
見
え
て
く
る
。 

（
河か
わ
い合　

将ま
さ
ひ
こ彦
）

日 

本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
戦
国
期

の
宣
教
師
た
ち　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
生
誕
500
年
記
念
稀
覯
書
展
示
会　

展

示
目
録　

京
都
外
国
語
大
学
付
属
図
書
館

編
・
刊
（
〒
615-
0058
京
都
市
右
京
区
西
院
笠
目

町
六
）
二
〇
〇
六
・
一
一　

八
〇
頁　

二
五
・
七

×
一
八
・
一 

（H
P123-H

51
）

　

本
書
は
、
京
都
外
国
語
大
学
付
属
図
書
館
お
よ

び
京
都
外
国
語
短
期
大
学
付
属
図
書
館
が
平
成
一
八

年
一
一
月
に
開
催
し
た
展
示
会
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
生
誕
500
年
記
念
稀
覯
書
展
示
会―

日
本
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
戦
国
期
の
宣
教
師
た
ち
」

の
展
示
資
料
目
録
で
あ
る
。
両
図
書
館
は
共
同
で
、

お
お
む
ね
毎
年
一
回
、
所
蔵
の
稀
覯
書
展
示
会
を
開

催
し
て
お
り
、
本
展
示
会
も
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
。

　

平
成
一
九
年
開
催
の
「
文
明
開
化
期
の
ち
り
め
ん

本
と
浮
世
絵
」、
平
成
一
七
年
開
催
の
「
日
本
で
知

ら
れ
た
ド
イ
ツ
の
世
界―

印
刷
、宗
教
、科
学
、文
学
、

そ
し
て
彼
ら
が
見
て
き
た
日
本
の
姿
」
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
開
催
さ
れ
た
展
示
会
の
目
録
は
当
館
で
も
所

蔵
し
て
お
り
、
展
示
会
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

京
都
外
国
語
大
学
付
属
図
書
館
お
よ
び
京
都
外
国

語
短
期
大
学
付
属
図
書
館
は
、
我
が
国
の
対
外
交
渉

史
に
関
す
る
資
料
の
収
集
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ

の
一
環
で
、
我
が
国
に
お
け
る
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教

布
教
関
係
の
資
料
を
、
特
に
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
昭

和
五
〇
年
代
に
か
け
て
精
力
的
に
収
集
し
た
実
績
を

持
つ
。
現
在
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
伝
記
・

書
簡
集
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
書
簡
集
、
イ
エ
ズ

ス
会
の
通
信
・
記
録
集
な
ど
の
数
々
の
稀
覯
書
を
所

蔵
し
て
い
る
。
今
回
の
展
示
会
は
、
こ
れ
ら
の
資
料

お
よ
び
関
連
資
料
を
広
く
一
般
へ
公
開
す
る
目
的
で

行
わ
れ
た
。

　

本
書
は
、
展
示
資
料
の
書
誌
事
項
、
資
料
の
扉
部

分
な
ど
の
写
真
、
解
題
（
七
〇
〇
字
程
度
）
が
収
録

さ
れ
、
加
え
て
ザ
ビ
エ
ル
の
布
教
活
動
の
簡
単
な
紹

介
、
関
連
の
年
表
の
掲
載
が
行
わ
れ
て
い
る
。
写
真

は
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る
が
、
精
細
で
あ
り
、
資
料
の
様

子
を
よ
く
伝
え
て
く
れ
る
。
解
題
は
、
時
代
背
景
等

を
含
む
丁
寧
な
も
の
で
あ
り
、
読
み
物
と
し
て
も
楽

し
め
る
。

　

ザ
ビ
エ
ル
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師

は
、一
五
四
九
年
八
月
一
五
日
に
鹿
児
島
に
上
陸
し
、

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
続
き
、

イ
エ
ズ
ス
会
を
中
心
に
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
な
ど
の
修
道
会
か
ら
も
、
宣
教
師
が
日
本
を

訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
西
洋
世

界
の
知
識
人
が
、
我
が
国
と
本
格
的
に
出
会
っ
た
最

初
の
出
来
事
と
さ
れ
て
い
る
。
宣
教
師
た
ち
は
、
我

が
国
の
広
範
な
地
域
を
訪
れ
る
と
と
も
に
、
書
簡
や

報
告
書
を
数
多
く
残
し
た
た
め
、
彼
ら
の
著
作
が
当

時
の
我
が
国
の
状
況
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
ザ
ビ
エ
ル
が
書
簡
の
中
で
、
当
時
の

日
本
人
を
非
常
に
優
れ
た
国
民
と
高
く
評
価
し
て
い

た
こ
と
は
、
有
名
な
話
で
あ
る
。

　

本
展
示
会
の
展
示
資
料
は
、
当
時
の
宣
教
師
た
ち

の
著
作
の
一
部
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
活
動
と
思
索
の

あ
り
よ
う
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
展
示
資
料
目
録
で
は
あ
る
が
、
そ
の
息
吹

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。 

（
三み

わ輪　

和か
ず
ひ
ろ宏
）
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月　

例　

報　

告

お
も
な
人
事

 

内
閣
府
事
務
官　

中
田　

昌
和

国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術
会
議
図
書
館
長
を

免
ず
る

 

内
閣
府
事
務
官　

植
山　

克
郎

国
立
国
会
図
書
館
支
部
日
本
学
術
会
議
図
書
館
長
を

命
ず
る

　

以
上
平
成
二
十
年
一
月
一
日
付
け

（
副
館
長
・
総
務
部
長
事
務
取
扱
）

 

副
館
長　

吉
永　

元
信

総
務
部
長
事
務
取
扱
を
解
く

（
収
集
部
長
）

 

司
書　

内
海　

啓
也

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

総
務
部
長
を
命
ず
る

（
総
務
部
副
部
長
）

 

参
事　

田
屋　

裕
之

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

収
集
部
長
を
命
ず
る

 

三
田　

廣
行

国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
に
任
命
す
る

主
幹
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
付
を
命
ず

る
　

以
上
平
成
二
十
年
二
月
一
日
付
け

―

職
員
の
退
職―

（
退
職
時
部
局
）

調
査
及
び
立
法
考
査
局　
　

調
査
員　

那
谷　
　

玲

　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
付
け

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

六
八
五
号　

Ａ
４ 

八
九
頁

■
森
林
・
林
業
施
業
法
制
概
説

■ 

ス
イ
ス
の
「
経
済
に
関
す
る
国
の
供
給
政
策
」
と

農
政
改
革

■
内
閣
法
制
局
に
よ
る
憲
法
解
釈
小
論
（
短
報
）

■ 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
英
国
の
活
動
（
短

報
）

 

月
刊　

一
、
〇
五
〇
円
（
日
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

二
九
五
号

 

Ａ
４　

三
六
頁

■ 

書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
将
来
に
向
け
た
Ｌ
Ｃ
の
取

り
組
み

■ 

ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
理
論
に
基
づ
く
情
報
行
動
研
究

の
可
能
性

■ 

チ
ャ
ッ
ト
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
専

門
的
能
力

■ 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｒ
２
８
１
１
８
「
国
立
図
書
館
の
た

め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
」
制
定
の
動
き

■
情
報
倫
理
と
図
書
館

■
北
欧
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
公
共
図
書
館

　

（
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

■
情
報
学
の
知
識
構
造
を
描
き
出
す
試
み

<

研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー>

■
今
日
の
医
学
図
書
館

■
看
護
図
書
館

 

季
刊　

四
二
〇
円
（
日
）

 

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

（
日
）日
本
図
書
館
協
会（
〒104
-0033
東
京
都
中
央
区
新
川
一―

一
一―

一
四

〇
三
（
三
五
二
三
）
〇
八
一
二

）

 

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。
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平
成
一
九
年
度
日
本
古
典
籍
講
習
会

　

一
月
一
六
日
〜
一
八
日
、東
京
本
館
に
お
い
て
、

国
文
学
研
究
資
料
館
と
の
共
催
に
よ
り
、
標
記
講

習
会
を
実
施
し
た
。「
日
本
古
典
籍
の
基
礎
知
識

と
問
題
点―

日
本
古
典
籍
書
誌
記
述
要
領―

」（
鈴

木
淳
・
国
文
学
研
究
資
料
館
副
館
長
）、「
古
典
籍

の
基
礎
知
識―

絵
画
資
料
（
草
双
紙
と
浮
世
絵
）

―

」（
山
下
則
子
・
同
教
授
）、「
近
世
の
出
版
と

流
通
」（
大
高
洋
司
・
同
教
授
）
な
ど
の
講
義
の

ほ
か
、
当
館
に
お
け
る
資
料
の
電
子
化
の
紹
介
、

目
録
作
成
の
演
習
、
和
装
本
の
綴
じ
方
の
実
習
等

を
行
い
、
公
共
図
書
館
八
名
、
大
学
図
書
館
二
四

名
、
計
三
二
機
関
三
二
名
の
参
加
を
得
た
。
懇
談

会
で
は
、
自
館
の
所
蔵
資
料
や
、
未
整
理
の
資
料
、

古
典
籍
に
通
じ
た
職
員
の
退
職
等
の
課
題
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
古
典
籍
に
関

し
て
様
々
な
視
点
か
ら
の
知
識
を
得
ら
れ
た
」「
日

ご
ろ
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
や
道
具
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」「
実
践
的
内
容
で
、
今
す
ぐ

業
務
に
活
か
せ
る
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
好
評
で
、「
古
典
籍
資
料
を
扱
う
他
の

図
書
館
員
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
」
と
、
参
加
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

活
発
で
あ
っ
た
。

当館の最近の動き NDL news

図書館間貸出制度の加入申請方法が変わります

　国立国会図書館は、全国の図書館活動を援助するために、「資料の最後の拠り所」
として、図書館間貸出サービスを行っています。
　 4月 1日以降に新たに当館の図書館間貸出制度に加入申請される機関は、 1枚の申
請書による 1度の手続きで東京本館・関西館の貸出制度、および国際子ども図書館の
貸出制度に同時に加入していただく方法に変わります。
　また、貸出しを受けた資料の複写利用の承認についても同様に、1枚の申請書で東
京本館・関西館および国際子ども図書館へ同時に申請していただきます。
　新しい申請書のひな形等の詳細については、ホームページをご覧ください。

ホームページ「トップ」＞「図書館員の方へ」＞「資料の貸出」
　　　　（http://www.ndl.go.jp/jp/library/service_lendout.html）

　なお、すでに東京本館・関西館の図書館間貸出制度についてのみ加入あるいは複写
利用の承認を受けている機関が、国際子ども図書館についても申請される場合は、従
来どおり国際子ども図書館長宛に申請してください。

■お問い合わせ先
国立国会図書館　関西館文献提供課複写貸出係　　TEL　0774-98-1312（直通）
国立国会図書館　国際子ども図書館資料情報課情報サービス係
 TEL　03-3827-2053（代表）　　　
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国際子ども図書館展示会

「チェコへの扉－子どもの本の世界」関連講演会の開催について

　国際子ども図書館で開催中の展示会「チェコへの扉－子どもの本の世界」に親しみ、
より一層理解を深めていただくため、「子ども読書の日」にちなんで、以下の講演会
を開催します。

　日　時　4月26日（土）14：00～16：30（予定）
　会　場　国際子ども図書館　3階ホール
　講　師　 ペトル・ホリー氏（駐日チェコ共和国大

使館一等書記官、チェコセンター所長）
　演　題　「チェコの子どもと読書」
　　　　　（講演は日本語で行います）
　対　象　中学生以上　＊定員100名
　お申込方法
　　　　　直接来館、往復はがき、電子メール
　　　　　（事前申込制、先着順）
　　　　　 お 申 込 方 法 の 詳 細 は、 国 際 子 ど

も 図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ（http://
www.kodomo.go.jp/）をご覧いただくか、
電話でお問い合わせください。

　お問い合わせ
　　　　国立国会図書館　国際子ども図書館企画協力課
　　　　〒110-0007　東京都台東区上野公園12-49
　　　　TEL　03-3827-2053（代表）

展示会のご案内

開催期間　 1月26日（土）～ 9月 7日（日）
休 館 日　 月曜日、こどもの日を除く国民の祝日・休日、資料整理休館日（第

三水曜日）
開催時間　 9：30～17：00
会　　場　国際子ども図書館 3階　本のミュージアム
入　　場　無料。年齢にかかわらずどなたでもご覧いただけます。
詳細は国際子ども図書館ホームページ（http://www.kodomo.go.jp/）をご覧くだ
さい。

お 知 ら せ
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アジア言語OPACでヒンディー語、サンスクリット語

図書が検索可能となりました

　関西館で所蔵するヒンディー語、サンスクリット語図書574タイトル（740冊）の書
誌情報を、アジア言語OPAC（http://asiaopac.ndl.go.jp/）に搭載しました。このう
ち約 6割は、詩、小説などの文学作品や、文学評論です。インドの民族運動高揚期に
精力的に作家活動を行ったプレームチャンド（1880～1936）など、近現代の作家によ
る作品が中心です。
　アジア言語OPACで提供する書誌情報の言語数は、すでに提供中の中国語、朝鮮語、
モンゴル語、インドネシア語、マレーシア語、ベトナム語、ペルシア語、アラビア語
とあわせ10言語となりました。原綴りでも翻字形でも検索することができます。

お 知 ら せ

ヒンディー語、サンスクリット語図書の検索結果表示画面
（請求記号欄にY751*と入力して検索すると

ヒンディー語、サンスクリット語の資料が表示されます。）
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第 3回　利用の多い住宅地図の状態と補修対策、資料管理

　45万枚、 5万冊もの地図を見ることができる地図室には、毎日多くの利用者が来室
します。
　地図室で所管している資料は、国土地理院発行の
地形図のような「一枚もの」（「折り図」や「のし図」）と、
冊子体の住宅地図とに大別され、原則として閉架式
書庫に収納されています。いずれも取扱いが難しい
形態で、「折り図」のうち紙ケース（ホルダー）に入っ
ていないものは書架に立たないうえ、傷み易いので、
中性紙の封筒やパンフレットボックスに入れていま
す。「のし図」は、大型キャビネットに広げたまま収
めています。大量に重なっていると取り出すときに
破ける恐れがあるため、引き出し一段につき40～50
枚を限度とし、取扱いには慎重を期しています。

　最も利用が集中する最新の住宅地図は、閲覧室
の書架から自由に手に取って閲覧できます。しか
し、住宅地図は大きくて重く、利用者が片手で出
し入れしようとして床に落としてしまうこともた
びたびです。また、指に唾をつけて頁をめくるな
ど心ない扱いも目立ち、ガムをつけられてしまっ
たこともあります。

　明治から昭和中期頃までの地形図や1960年代の住
宅地図は劣化が進んでおり、最新の住宅地図でさえ
も一日数回に及ぶ複写により、長期保存が危ぶまれ
る状態です。軽微な破損は糊と和紙を使った早めの
補修を心がけていますが、手に負えないものは補修
を専門的に担当する部署に依頼します。しかし、破
損資料の数が多すぎてとても直しきれないのが実情
です。
　地図もまた、他の図書館資料と同様に、当館で 1点限りの所蔵です。数十年前の住
宅地図が地歴調査に今なお盛んに利用されていることを考えると、現在だけの利用で
終わりというわけではなく、未来の利用者のために永く保存していく必要があります。
その点を利用される方にも理解していただけるよう、今後とも努めてまいります。
 （主題情報部・地図室）

使う人がいる、守る人がいる。

破損した住宅住図

キャビネットからのし図を取り出す

劣化した地形図
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　この看板の用途について、説明は不要でありましょう。ですが、その来歴ははっき
りしません。もしやご存知ではと、人づてに何人かの元職員に尋ねましたが、見たこ
とがあるという人はいません。当館が開館した昭和23（1948）年当時、現在の永田町
庁舎が完成する前に赤坂の現・迎賓館を使用していた頃のものでは？というのが推理
の落ち着くところとなりました。看板自体からも手がかりは何も得られず、その役目
柄か、黙して語らずという趣です。今でこそ案内板などでの英文併記は珍しくありま
せんが、占領下の時代、特別な製作理由があったのかもしれません。
　ところで、当館を利用するには、音の出るもの（ヘッドホンステレオ・ラジオ等）
はもちろん持込禁止、携帯電話やパソコン・ワープロ等は指定の場所でのみ使用可と
いうように、様々な決まりがあります。いずれも図書館を調査研究に適した環境に保
つために必要であり、この事情は昔も今も変わりません。とはいえ、限られた時間の
中であちこちのカウンターの間を忙しく移動する利用者の方々には、
のんびりとおしゃべりを楽しむ余裕はなさそうです。ところが、たま
に気になる話し声が…。
　東京本館では利用者区域と事務区域とが完全に分けられていませ
ん。私たちもこのことをしばしば忘れてしまいがちです。何のことは
ない会話が静かな利用者区域では声高に響いてしまうことがあるので
す。かく言う私も、先日、事務区域だと思い込んで話していたところ、
「奥は利用者区域ですよ」と小声で

4 4 4

注意を受けました。実は、この看
板が現在置いてある場所は、国会のための調査を担当する調査及び立
法考査局の、とある課の事務室入口前。迷い込まない限り、まず利用
者の方々が立ち入るところではありません。この看板は、図書館で働
いている私たちにも注意を呼びかけているのです。
 （眞

まなご

子　ゆかり）

No.10
Quiet Please　静粛に願ひます

縦19㎝×横27.7㎝
床からの高さ120.5㎝



国際子ども図書館

支部東洋文庫

〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49
電話　03（3827）2053
利用案内　電話　03（3827）2069（音声・FAXサービス）
ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は、国立国会図書館の支部図書館とし
て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス
を国際的な連携のもとに行います。

利用できる人　どなたでも利用できます（ただし資料室は満18歳以上の方）。
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 時 間　9:30～17:00
休 館 日　月曜日、国民の祝日・休日（ 5月5日こどもの日は除く）、
　　　　　　　年末年始、資料整理休館日（第 3水曜日）
休 室 日　休館日以外に次の日が休室となります。
　　　　　　　 2階第一、第二資料室：日曜日
　　　　　　　 3階本のミュージアム：展示会準備期間

〒113－0021　東京都文京区本駒込 2－28－21
電話　03（3942）0122（代表）

東洋学の発展を目的とする専門図書館。
アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています。
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（http://www.ndl.go.jp ―「刊行物」―「国立国会図書館月報」）でご覧いただけます。
 表紙　中性紙使用　　
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国立国会図書館利用案内

東京本館　〒100-8924　東京都千代田区永田町1－10－1
　　　　　電話　03（3581）2331
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　　　　　電話　0774（98）1200（音声サービス）
　　　　　利用案内　電話　0774（98）1212（FAXサービス）

ホームページ　http://www.ndl.go.jp/

利用できる人　満18歳以上の方
資料の利用　館内利用のみ。館外への帯出はできません。
開 館 日　月曜日から土曜日
休 館 日　 日曜日、国民の祝日・休日、年末年始、資料整理休館日（第3

水曜日）
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集され、東京本館、関西館、国際子ども図書館に分散して配
置されています。

＜東京本館のおもな資料＞和洋の図書、和雑誌、洋雑誌（年刊誌、モノグラ
フシリーズの一部）、和洋の新聞、各専門室資料
＜関西館のおもな資料＞和図書・和雑誌・新聞の一部、洋雑誌、アジア言語
資料・アジア関係資料（図書、雑誌、新聞）、科学技術関係資料、文部科学省
科学研究費補助金研究成果報告書、博士論文
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セルフ複写受付　10:00～17:30　　オンライン複写受付　10:00～17:00

※詳しくは当館ホームページをご覧ください。

〒104－0033　東京都中央区新川 1－11－14
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